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イエス ・キリス トの福音は，人生のあらゆる状況に遭適 した場合に必要な，また

ひとりびとりを究極の成功へと向かわせるすべての原則，律法，儀式を含んでいる。

イエスの教えは人間の心を燃やし，教義は心を開かせてくれる。そしてそれ らは

我々に正 しい道を示 して くれるのである。

イエスの教えの中で最も大切なものは，神が我々の天父であるという こ とで あ

る。イエスは天父に祈 り，すべての人々が同 じように祈るように，そして 「神の口

か ら出る一つ一つの言で」 （マタイ４：４）生 きるようにと求め られた。イエスは

・御自身を通 して もたらされた天父の計画に従うなら，我々ひとりびとりが神となる

道を全うできると教えられた。

これが真の心の平和を見出す唯一の計画である。これこそ実に人を救いと昇栄に

導 く唯一の計画なのである。この計画は我々が前世に霊として存在 していたときに

示され，我々はそれを喜んで受け入れた。そしてその計画の一部にあって，我々は

この死すべき世の中で喜び同様悲 しみも，安 らぎ同様苦痛 も，成功同様失意 も，そ

して健康同様病いもあるものと理解 したのであった。主は，我々の進歩に必要であ

ると考えて，甘さの中にも苦 さを混 じえてお られるのである。主は，我々個人の信

仰が順境と同様逆境においても試 されなければならないことをご存 じである。

もしそうでなければ，信仰だけで対抗 し得 る状態が生 じたときに，信仰が十分に ．

高められないということになるであろう。

兄弟姉妹たち，あなたも私 も決 してひとりではない。主は我々を見捨てたまわな

い。我々が主を見捨てぬ限 り………。
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２９日 １８７７年 ブ リガ ム ・ヤ ング ７７歳

で 題 去。

今 月 の 表 紙

この 世 界 各 国 の 幸福 そ うな 家族 だ ん ら

ん の 光 景 は ， ドイル ・グ リー ン， ジ ェ リ

ー ・ハ ー ベ イ， エ ル ドン ・ リ ン シ ョ テ

ン， ロ ラン ド ・ス パ ー クス に よ って 描 か

れ た も ので あ る。 ジ ョー ジ ・デ ュ ラ ン ト

の 「天 か ら の贈 り物 」 （Ｐ．２３８） を 参 照 。



この ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

大 管 長 に よ る メ ッセー ジ は， １９１０年 ２月 号

の イ ンプ ルー ブ メ ン ト ・エ ラ誌 （Ｐ．３５２）

に初 あて 掲 載 さ れ た。 テー マ， 内容 と も時

宜 を 得 た もの で あ り， この場 をか りて 再 び

述 べ る価値 が十 分 に あ る。

〈予言者のことば〉

全人類 の救 い

大管長

ジ ョセ ブ ・

フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

日聖徒は，世の救いに関してその身にゆだね
末

られたすば らしい責任を十分に認識 している

だろうか。我々はかた くなでよこしまな世代を改服

し救 うべ く多 くのことを行なっている。我々は数多

くの宣教師を世界各地に送 り， この大切な業のため

に毎年数十万 ドルを費やしている。 さらに集会場，

学校などの建設のために，またイスラエルの若者の

教育のために，我々の国々の進歩 と発展のために，

都市の建設，共同体の拡張，定期刊行物の発行，そ

して我々自身を改善 し，世を福音に改宗 させる知識

を広めるすべての方法に，我々はばく大な費用を投

じているのである。 しかし，死者の救いのために我

々は何をしているだろうか。

この偉大なみ業を理解 し，主の神殿において忠実

にその義務を果たしている人が数多くいることは事

実である。 これはすすんでこの業をなそうとする活

発な聖徒の心意気を表わしている。 しかしそれは死

者のために何 もしていない不活発で怠慢な会員を安

心させるものではない。他人の行ないによって自ら

の面目を施す ことはできない。責任は個々の能 力と

機会 とに従って，同 じ効力を もってあらゆる人々の

上にゆだねられている。

我々がいかなる職に召されてきたか，現在 どんな

職に召されているか，あるいは教会の他の分野でい

かに忠実に働いてきたかは問題ではない。だれもこ

の偉大な義務か ら免除されることはないのである。

これは長老にも使徒にも要求 される。

伝道部のシオン，シオンのステーキ部，その他い

かなるところにおけるシオンのための地位，業績

長期間の奉仕 もその人を先祖の救いに関係のない者

とすることはないだろう。

ある人々は，什分の一を納め，定期的に集会に出

席してその義務を果たし，貧者に自分の物を施 し，

あるいはたまたま１年， ２年，またはそれ以上 この

世で伝道をすれば，それ以上の責任か らは放免され

ると考えている。 しか しながち，すべての人々にと

って最 も偉大でかつ重要な義務は死者のために働 く

ことである。我々は上にあげたすべてのことに対 し

て努力を傾けることができるし，またそうすべきで

ある。そしてそのために報いを得るだろう。 しか し

もし我々がこのより重要な特権である戒めを無視す

るならば，他のいかなる良い働 きに もかかわ らず罪

ありとされるだろう。

では，なぜそれが罪なのか。それは， 「神が与え

たもうたこの世における最 も大きな責任は，死者を

探 し出すこと」であるから，またそれなしに我々は

救われず， 「我々の前に世を去 った人々も我々の後

に来る人々も共通に救いを受ける必要があり，神は

それを人間に義務 として課 したもうた」 と予言者 ジ

ョセブ ・スミスが語 っているか らである。（「タイム

ズ ・アンド・シーズンズ」 ５：６１６）

そこで我々は，このことか ら，世界各地において

福音を述べ伝えること，また教会において他のあら

ゆる働きをなす ことが必要であるにもかかわらず，

果たすべき義務 として我々に与えられた最 も大きな

戒めは，我々自身のために，そして我々の死んだ先

祖のために神殿の儀式をすることであるということ

がわかるのである。

予言者は続けてこう言っている。 「死者のための

バプテスマは人がシオン山の救い手として立つ こと

のできる唯一の道である。福音の第一原則の宣言は

人の個入的な救いの手段であった。 しかし救いの儀

式に身代わりとして盛んに携わることにより，人は

その数えきれないほど多 くの親族を神の王国に迎え

入れる助け手となるのである。………この教義は，

人類の救いの計画の範囲において神の愛 と慈悲の偉

大さを示すという点で栄光あるものとな るの で あ

２１３



る。 この栄光の真理は理解を深め，問題や困難，苦

悩のもとにある人間を励ますために良 く計画 されて

いる。………この教義は，死者が代理のバプテスマ

を受け，その名が天において記録 され，彼 らが肉体

を受けている間になした行ないによって裁かれるよ

うその救いの儀式の備えをなす ときに，神の知恵 と

あわれみを明白に示 して くれるのである。 この教義

は聖典の中にあって人々の重荷 となるもの で あ っ

た。すでに死んだ親族のために行なうこの責任を怠

る聖徒は，自分の救いを危うくしているのである。」

（「タ・イムズ ・アンド・シーズンズ」 ２ ：５７７－７８）

我々の救いが危険にさらされている中にあってな

おかつその効力を失わずにいるのは，親 と子がバプ

テスマの儀式を受けるのみならず，幾世代に もわた

って共に結び固められる必要があるか らである。神

殿に行き，死者のためにバプテスマを受け，確認さ

れあらゆる儀式を受けることは，我々自身のために

受けると同様必要なことなのである。（教会歴史 ６：

３６５参照）

啓示は次のように告げている。 「………この事を

知れば，それにて足る。すなわち先祖と子 らとの間

に或種の事項につき或種の固き繋 りなき時は，この

世は咀いをもて撃たるることこれなり。見よ，そも

そもその事項 とは何なるか。それはすなわち死者に

代 るバプテスマなり。死者なくばわれら完 うせ らる

るを得ず。またわれらな くば死者 もまた全 うせ らる

るを得ず。われらも彼らもまた福音を受け入れて死

にし者な くては完 うせ らるるを得ざるなり。そは全

くして欠 くることなき完全なる合一 と，また神権の

時代と，鍵 と，権能 と，光栄との固き結合出来て，

これがアダムの時代より現在に至 るまでことごとく

明 らかにさるること，今やまさに先触れを始めんと

する時満ちたる神権の時代の先駆をなすに必要なれ

ばなり。なおそれのみならずまた世の始めよりいま

だ嘗て啓示せ られず して，賢 く慎みある人々にも明

かされざりしことも， この時満ちたる神権の時代に

は小児にも乳のみ児にも明らかにせ らるべし。」（教

義と聖約１２８；１８）

再び予言者の言葉を引用 しよう。 「聖書はこのよ

うに語 っている ：『主の大いなる恐 るべき日が来る

２１４

前 に ， わ た しは予言 者 エ ラ・ｆジ ャを あ な た が た に つ・

か わ す ｑ 彼 は父 の 心 を そ の 子 供 た ちに 向 け させ ，子

供 た ちの 心 を そ の 父 に向 け させ る。 これ はわ た しが

来 て の ろい を もって この 国 を撃 つ こ との な い よ うに

す るた めで あ る 。』 （欽 定 訳 マ ラキ ４ ：５， ６）

この 「向 け る」 （ｔｕｒｎ） と い う 語 は 「つ な ぐ」

（ｂｉｎｄ）また は 「結 び 固 め る」 （ｓｅａｌ） と直 す べ きで

あ る。 が ， この重 要 な任 務 の 目的 は何 な の か， ま た

い か に して成 就 され る の だ ろ うか。 そ の鍵 が渡 され

エ ライ ジ ャが来 て福 音 が 確 立 され ， 神 の聖 徒 た ち は

集 め られ て シオ ンを 建 設 し， シオ ン山 の救 い手 と し

て 立 つ の で あ る。

だ が 彼 らは いか に して シ オ ン山 の救 い手 とな る の

だ ろ うか。 それ は死 んだ 先 祖 の た あ に神 殿 を建 てて

バ プ テ ス マ フ ォ ン トを設 け， バ プ テ ス マ， 確 認 ， 洗

い， 灌 油， 聖 任 な どの あ らゆ る儀 式 を行 な い か つ受

け， 彼 らの頭 に 力 を結 び 固 め ， そ して彼 らが 第 一 の

復 活 に 出 で来 て栄 光 の冠 を受 け る よ う救 う こ とに よ

っ て で あ る。 そ して そ こに は， 親 を子 に， 子 を親 に

つ な ぐ鎖 が あ り， それ は この エ ラ イ ジ ャの 予 言 を 成

就 す る もの で あ る。 私 が 神 に望 ん だ よ うに今 や この

神 殿 は建 て られ， 我 々 は そ の 中 に 入 り， 神 殿 の 儀式

を執 り行 な い， そ の 時 を 利 して こ の地 上 に い る間 に

結 び 固 めを す る こ とが で き るの で あ る。

地 球 が 滅 され ， この 世 の 終 りが 宣 告 され る まで に

死 者 を 救 い，生 きて い る親族 を集 め， な お か つ 自 ら

も救 わ れ るた め に聖 徒 た ちに 与 え られ て い る時 間 は

そ う多 くはな い の で あ る 。」 （教 会 歴 史 ６ ：１８３－ ８４）

これ らの 言 葉 は死 者 の た め の 儀 式 の重 要 性 を 強 調

して い る。 なぜ な ら我 々 は彼 らな しに は救 われ な い

し， 彼 ら もま た我 々 な しに は救 わ れ な い か ら で あ

る。 我 々 の救 い は父 と子 が 完 全 な 家 族 の もとに 共 に

結 合 し， つ なが れ ， 結 び 固 め られ な けれ ば 完 成 され

得 な い の で あ る。 す な わ ち， 我 々す べ ての 父 と して

の 召 しに あ る ア ダ ム と共 に， 時 の初 め か ら終 わ りま

で の忠 実 な るす べ て の人 々 に よ る ひ とつ の大 家 族 が

構 成 され るま で ，夫 は権 能 に よ って そ の 妻 と 結 ば

れ ，子 供 た ち は そ の両 親 と結 ば れ な け れ ば な らな い

の で あ る。
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マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

音の回復によって明らかにされたあらゆる奇
福

し き事柄 の う ちで ，最 も重 要 な こ との １つ は

神 殿 とそ の 目的 が 知 らされ た こ とで あ る。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が古 代 の記 録 を翻 訳 した

時 に， 彼 は モル モ ン経 の 中 の人 々 の神 殿 に つ い て知

る機 会 を得 た。 紀 元 前 ５７０年 頃 に ニ ー フ ァイ は 自分

が して い た こと を こ う語 って い る。 「私 ニ ー フ ァイ

は ま た ソ ロモ ンの神 殿 に な らって 一 つ の神 殿 を建 て

た が， そ の ちが って い る所 は さほ ど多 く貴 重 な 品 を

使 って 建 て なか っ た だ け で あ る。 それ はか よ うに 貴

重 な品 が 当 時 この 地 にな か っ たか ら， そ れ で ソ ロ 串

ンの 神 殿 と ちが わ な い 様 に 建 て る こ とが で きな か っ

た の で あ る。 しか し， そ の 建築 の様 式 は ソ ロモ ンの

神殿 と同 じで あ って ， そ の 製作 の技 禰 は非 常 に見 事

で あ った 。」 （皿ニ ー フ ァイ ５ ：１６） そ の後 ヤ コ ブ は

ニ ー フ ァイ の民 に教 え を述 べ て い る１。 紀 元前 １２１年

頃 に ， 「リ ムハ イ王 は 全 国 の民 に布 告 を廻 し， この

布 告 を見 た ら神 殿 に集 ま っ て王 の告 げ る言 葉 を聞 け

と命 じた 。」 （モ ー サ ヤ ７ ：１７） 悪 王 ノア が優 雅 に飾

っ た神 殿 とは この こ とを指 差 した の で あ ろ う２。

前 述 の事 柄 はす べ て ニ ー フ ァイ に よ って 建 て られ

た神 殿 に つ い てで あ る。 紀 元 前 １２４年 頃 に人 々は ベ

ンジ ャ ミン王 の最 後 の偉 大 な説 教 を聞 くた め にぜ ラ

ヘ ム ラ の地 の 別 の 神殿 に集 ま った３。 モル モ ン経 は

バ ウ ンテ フル の地 に第 ３番 目の 神殿 が あ った こ とを

教 え て い る。 ニ ー フ ァイ の民 は そ の 回 りに 集 ま っ

て， 初 め て復 活 され た 救 い主 を 見 ， そ の み声 を 聞 い

た の で あ る４。 ニ ー フ ァイ人 の間 に は ま た他 の 神 殿

もあ った の で あ ろ う５。

旧 約 聖書 に よ る とイ ス ラエ ル の民 は神 殿 の建 築 家

で あ った。 ジ ェー ムス ・Ｅ ・タル メー ジ博 士 は 「イ

ス ラエ ル の民 は堂 け る神 の名 に お い て神 殿 を建 て る

建 設 者 と して他 の民 と区 別 され て い た」 と指 摘 して

いる。偶像崇拝者たちもまた彼 らの神である偶像を

崇拝するために神殿を建てた。イスラエル人が 「偶

像を崇拝するエジプ ト人の地か ら脱出するや否や」

エホバは彼 らに， 「イスラエル人の主ならびに王と

して実際に現われたまいその御心を伝えたまえる聖

所の準備をするよう命 じられた。」７エホバか ら指示

された詳細に従って，彼 らはすば らしい材料で契約

の箱を安置する幕屋を建てた。イスラエル人は荒野

で４０年 もの間さまよい歩いた末，ついに彼 ら自身の

町が与え られ，彼らの運んできた幕屋は 「シロに休

息の場を与え られた。」 そして 「民は神の意志 と言

葉を聞 くためにシロにやってきた８。」 「イスラエル

の第 ２代 目の王ダビデは，自分が杉でできた宮殿に

住んでいるのに，神の神殿はテントにすぎないとい

うことは適切でないとして主の宮居を建設するよう

計画 した９。」

ノーヴー神殿はこの回復された神権時代に２番目に建てら

れたものである。

２１５



２１６

しかし主は彼に言われた 「おまえはわが名のため

に家を建ててはならない。おまえは軍人であって，

多 くの血を流 したか らである」と。（歴代志上２８：３）

だがダビデはその材料を集め，彼の息子 ソロモン

が神殿を理てた。この荘厳な神殿は，３４年 もの間そ

の豪華 さを保ち続けた。そののちソロモンの罪悪と

イスラエルの背教のために 「エホバは もはや……守

護を取 り上げ られた１０」のであった。 神殿はエジプ

ト人の手に移り，ユダの王アハズに奪われ，紀元前

６００年頃に ついにネブカデネザルによって焼かれて

しまった。

イスラエルはすでに邪悪な民になり，各支族は分

散 していた。 「十二支族中十支族から成 るイスラエ

ル王国は，紀元前 ７２１年頃アッシリヤに支配 され」

ていた。残りの二支族 はユダ王国を構成 し，７０年間

バビロンに捕囚された。

「それから衣好的なサイラスとダリゥスρ支配下の

時にｒ・ルサレムに帰り，自分たちの信仰によって再

び神殿を建設するζとを許 された…∵。律興 した神

殿はゼルバベル（琳申殿 としで摩卑上知られている」，

それ！ま紀元前 ５１５年に完成 した。 「ζの神躍１ま偉大

なソロモンの神殿 と比較 して，仕上げならびに装飾

において大分劣ってはいたが，当時の人々が建てる

ことのできる最上のものであり，主は幕屋やソロモ

ンの神殿の場合と同様，それを容認 された１１。」それ

から５世紀たって神殿が荒廃 した時に，ユダヤの王

ヘロデによって神殿は再建 された。それはちようど

キリス ト誕生の約１６年前のことであった。 この神殿

はたびたび商用に使われたりしたが，救い主がこの

世におられた時に起きた数多 くの出来事はこの神殿

に関係 していた。紀元７０年に，その神殿は主に予言

されていたように焼き滅ぼされて しまった。

神殿は常に生ける神に真に従う者たちにとって欠

くことができないという事実に もかかわ らず，記録

によるとニーファイ人の他にどのキリス ト教徒 もヘ

ロデの神殿が破壊されてか ら１８３０年末日聖 徒 イ エ

ス ・キリス ト教会が設立されるまでの１７６０年間，神

殿を建てていないのである。その間ずっと，地上 の

人々は神殿やその目的，また中で行なわれる儀式な

も

どを知らなかったということから，次のような質問

が起こって くる。

予言者 ジョセブ ・ス ミスはどこから神殿に関する

知識を得たのか。だれも神殿について知 らなかった

のであるから，明らかにジョセフ・ス ミスは人か ら

その知識を受けたのではなく，直接天からの啓示に

よって知 らされたのである。それゆえ今日の神殿建

築は真のイエス ・キリス ト教会のしるしである。

’イエス ・キ リス トの福音を理解 している教会員以

外のいかなる人 も，神殿を胸に描 くことは で き な

い。前世の教義，永遠の結婚，復活，昇栄，神の属

性 と我々との関係， これ らの偉大な永遠の原則やそ

の他の福音の原則は神殿の仕事の中心であり，末日

聖徒はそれらの原則を心の中に深 く理解するのであ

る。

？ ヲマ７・ス ミスが予言者 として召されたことに

関すζ最 も決定的な舞は，教会が組織されてか ら１

年以内に彼が主から神殿建築に関する指示を受け始

めたことで あ る。（教 義 と聖 約 ３６：８）１８３１年 ７

月，主はジョセフに ミズーリ州インデペンデンスが

「シオンの地を建つべき所にして……神殿の建て ら

るる一地点はその西方に当り裁判所より遠か らざる

地所にあり」 と言われた。（教義 と聖約５７：２，３）

初期の時代に，シオンの市や神殿の建築に関する聖

徒の関心は非常に大きかった。そして神殿への関心

が高まると同時に集合のみたまが聖徒の上にくだっ

たのであった。集合のみたまと神殿への関心との関

係は予言者ジョセフ ・スミスによって次のように説

明されている。彼は救い主の言葉を引用 して， 「あ

あ，エルサレム，エルサ レム，予言者たちを殺 し，

おまえにつかわされた人たちを石で打 ち殺す者 よ。

ちょうど，めんどりが翼の下にそのひなを集めるよ

うに，わた しはおまえの子 らを幾たび集めようとし

たことであろう。それだのに，おまえたちは応 じよ

うとしなかった」（マタイ２３：３７）と語 り，それから

こう尋ねた。 「いつの時代の場合にも，主がユダヤ

人や，神の民を集める目的は何だったのか。」

彼 はこう説明 している。 「そのおもな目的は，主ご

自身が主の民に主の家の儀式 と主の王国の栄光を啓



示 し，救いの道を教えることかできる家を建てさせ

ることてあった。なせなら，ある種の儀式や原則は

それらか教えられ実行される時には，その目的のた

めに建てられた場所か家で執 り行なわれなければな

らないからてある。神権の原則と律法は，世のあら

ゆる時代に人々を集めるという原則に基つ くべきで

あるということは，前世の天上の大会議で計画され

たことであった。創世の以前から人類の救いのため

に神権によって天で定められた諸儀式は決 して変え

られないのである。すへての人々は同 じ原則て救わ

れなけれはならない。

この同じ目的のために，神は末日において主の民

を集め，彼 らか儀式やエンダウメント，洗いや灌油

な どを 受 け られ る よ うに主 の家 を建 て させ る の て あ

る。 も し人 か完 全 な神 権 を得 よ う と思 うな ら， そ の

人 は イ エ ス ・キ リス トの よ うに す へ て の 戒 め を 守

り， 主 の 宮 居 の あ らゆ る原 則 に 従 う こ とに よ って得

なけ れ は な らな い 。」

「神 の 相 続 入 とな り
， イ エ ス ・キ リス トと共 に連 帯

の 相 続 人 とな るす へ て の 人 々 は ，主 の王 国 の完 全 な

儀 式 を 受 けね は な らな い の で あ る。 す べ て の儀 式 を

受 け ない 人 々 は， た とえ 栄光 の 全部 を 失 う こ とか な

いに せ よ， 完 全 な 栄光 を 受 け る こ とは で きな い １２。」

神 殿 は完 全 な教 会 組織 に 欠 くこ とか て きな い。 予 言

者 は ， 「神 殿 か 建 て られ 神 権 の 儀式 か執 行 され る場

か 備 え られ る まて ，教 会 は秩 序 あ る完 全 な組 織 で は
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第 ２番目の神殿 （キ リス ト教徒 によ ってへ ロデの神殿 と呼ばれた） の大 きな模型が

エルサ レムのホー リーラン ドホテルに展示 されて いる。

２１７



２工８

ないし， 完全な組織にはなり得ない１３」 と言ってい

る。

１８４４年 ４月 ８日， ノーヴーにおける教会の大会説

教の中で予言者は聖徒たちにこう語った。 「私はか

ように主か ら指示を受けた。すなわちこののちイス

ラエルの長老たちが国で教会や支部を建てるところ

はどこであっても，将来シオンのステーキ部 となる

であろう。ボス トンやニューヨークなどの大きい都

市にもステーキ部が生まれるだろう。 これは栄光あ

る宣言である。私は洗いや灌油やエンダウメントが

ここで執 り行なわれてか ら後に， この業が始められ

ることを理解 して もらえるように，最後までその宣

言を残 しておいたのである１４。」

神殿は世の義人のたあの要塞である。悪魔はそれ

らに敵対 しているのである。悪魔は最初の神殿が建

てられた後で，我々の先祖に敵対する人々の心をか

き立てたために，聖徒たちはカー トランドや ノーヴ

ーか ら立 ちの くことを余儀なくされたのであった。

そμらの神殿の中で与えられた偉大なあふれんばか

りのみたまと力がなか ったならば，恐 らくは教会 も

存続 しえなかったかもしれない。

神殿は主が 「主の民に主の家の儀式 と主の王国の

栄光を啓示 し人々に救いの道を教える」 ことに加え

て，生ける聖徒たちが昇栄のために必要な，より高

い神権の儀式を受ける場所でもある。

我々はみな必要な福音の儀式を知っている。まず第

１にバプテスマ，第 ２に聖霊の賜を授けるための按

手礼である。 これらの儀式は生ける人々に神殿以外

の場所で執行 されている。第 ３番目の儀式は神権を

授けるための按手礼であり， これ も同様に神殿以外

の場所で行なわれる。 しか しエンダウメントや結び

固めの儀式に関する福音の高い儀式は，神殿の中で

のみ執 り行なわれるのである。予言者ジョセブ ・ス

ミスは，人は自分 自身のためにこれ らの儀式を受け

ないならば，救われない （昇栄を得 られない）こと

を明らかにしている。

「私はすべての聖徒たちが力を尽 くして彼 らの生き

ている親族をすべて集め，結び固められ救われて，

やがて殺 りくの天使がやって来るその日に備えるた

めに神殿に行 くように勧めたい……。」

「これ らのすべての儀式を受けなければ救われな

いのですか』としば しば尋ね られる。私はこう答え

たい 『そう，完全な救いは得 られません』 と。

イエス ・キリス トは 『わたしの父の家には，すま

いがた くさんある。あなたがたのために場所を用意

しに行 くのだか ら……』と言われた。昇栄 して １番

よいすまいに住む人はだれでも日の栄の律法はもち

ろんの こと他の全部の律法に従わなければならない

のである１％」

神殿において我々は，妻や夫，子供や先祖 と永遠に

結び固められるのである。

我々の指導者は，家庭は末 日聖徒の生活の中心で

あると繰返し述べている。夫 と妻，子供 と両親の結

び固めがなかったな らば，来世での家族関係はなく

なり永遠の家庭は存在 しないのである．何 と悲 しむ

べきことであろうか。家庭な くして天国に幸福はあ

り得ないのである。私の愛する妻や子供たちのいる

ところはどこであろうと私にとって天国である。そ

ういうわけで私は，若い頃に私 と妻が今 も永世にも



わたって結び固め られたソル トレーク神殿は，私た

ちにとって天国への門のように思えるのである。結

び固めの儀式を受けることのできる時代 と場所に恵

まれなかった我々の先祖たちにとってもまた，神殿

は天国への門である。

ニコデモとの話でイエスはこのように言われた。

「だれで も，水と霊 とか ら生れなければ，神の国に

はいることはできない。」（ヨハネ３：５）この聖句

は背教 したキリス ト教会を悩ませてきた。

イエス ・キリス トの教えを知ったふ りをする人々

は，バプテスマを受けずに死んでいった無数の人々

は天国に入れないと言 っている。また，そのような

あまりに も明 らかな不公平 さに反対する人々は，イ

エスがそのように意味して言われたのではないと主

張するのである。 このように，彼 らは他の福音の救

いの儀式同様バプテスマを拒否 しその必要性を否定

しているのである。

実際にはそのようなジレンマは存在 しない。それ

は，神殿内において福音の欠 くべか らざるすべての

儀式が，死者のために代理 に執 り行なわれる方法を

主は用意 しておられるか らである。近代に神殿が建

てられ，何千 というすばらしい熱心な働 き手の援助

を受けながら神権系図委員会の有能な指導者の下に

系図の仕事が大きく進められているのを見て，霊界

にいる我々の天父の忠実な子供たちの喜びはいかば

かりであろうか。

神殿や，我々が天に昇るのを可能にするために備

えてある方法を心の中に深 く考えると，あのヤコブ

の夢の教訓が思い出される。創世記の２８章の中に，

ヤコブが自分の民の中から妻をめとろうとして彼の

父の地に戻った話があるのを思い起 こされるであろ

う。ヤコブがベエルシバをたってハランへ向かった

時に，彼は夢を見た。 １つのはしごのそばに自分が

おり，そのはしごは天にまで達 してその上に主が立

っておられるのである。彼は神の使たちがそれを上

り下 りしているのを見た。そしてヤコブはそこで主

と交わした契約ははしごの横木であり，彼が天で主

と共に住むことができるという約束の祝福にあずか

るためには，自分もそのはしごをのぼらなくてはな

らな い と悟 っ たの で あ る。

彼 は そ こで 主 に まみ えて 契 約 を交 わ した の で ， そ

の場 所 を非 常 に神 聖 に思 いベ テ ・エ ロ ヒムを 縮 少 し

て ベ テ ル と名 づ け た。 そ の意 味 は， 文 字 通 り 「主 の

宮 居 」 で あ った 。 彼 は 言 った 「これ は 神 の家 で あ
ヒ

る。 天 の 門 だ 。」 （創 世 ２８：１７）

ヤ コブ は天 の 門 を くぐ った ば か りで な く， あ らゆ

る契 約 を 守 りな が らそ の道 を通 って い った。 彼 や彼

の 先 祖 ア ブ ラハ ムや イ サ クに つ い て 主 は言 わ れ た。

「… … 彼 らは共 に 神 よ り命 ぜ られ た る こ との ほ か 何

事 を も為 さ ざ り しに よ り， 約 束に 従 い最 高 の 栄 に 進

む を 得 て 王 位 に 坐 せ り。 彼 らは天 使 に あ らず して 神

々 な り。」 （教 義 と聖 約 １３２：３７） 神 殿 は 我 々 に と っ

て ， ヤ コ ブ に対 す るベ テル の よ う な もの で あ る。 い

や， それ 以 上 の もの だ ろ う。 そ して 神 殿 は我 々す べ

て の エ ンダ ウ メ ン トを受 けて い な い親 族 の 死 者 に と

っ て も天 の 門 で あ る。 我 々 は そ の 門 を通 って 愛 す る

人 々 を つ れ行 く義 務 を果 た さな くて は な らな い。

１． ヤ コ ブ １ ：１７ ； ２ ： ２ ， Ｕ

２． モ ー サ ヤ １１ ：１０， １１

３． モ ー サ ヤ １ ：１８ ； ２ ： １ ， ５－ ７

４． 皿 ニ ー フ ァ イ １１： １－ １１

５． ア ル マ １６ ：１３ ；２３ ： ２ ；２６ ：２９

ヒ ラ マ ン ３ ：９ ， １４

６． ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ・タ ル メ ー ジ ， 「主 の 宮 居 」 （宋 日

聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 １９１２年 ） Ｐ ．１

７． 同 上 Ｐ ．２

８． 同 上 Ｐ ．４

９． 同 上 Ｐ ．４

１０． 同 上 Ｐ ．５

１１． 同 上 Ｐ ．６～ ７

１２． 「ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス 著 末 日 聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 歴 史 」 Ｂ ・Ｈ ・ロ バ ー ッ 再 版 ５ ：４２３－ ４２４

（英 文 ）

１３． 同 上 ４ １６０３

１４． 同 上 ６ ：３１９

１５． 同 上 ６ ：１８４

２１９







２２２

死後に何が起 こり，何を予期することができるか 「（１２８章を引用 しなが ら）このように我々が末 日聖

について現在多 くの知識を与えてくれる啓示を受け 徒の前に提示 したい主題がここにある。我々は非常

ていることに私は心から感謝 しています。家族を保 に重要な時代に住んでいると申しあげたい。我々は

護することは教会の偉大な使命の １つであります。 力 と権威に恵まれて，神の命によって聖い神権を有

主は我々に家族を永遠に構成する方法を啓示 して下 して地上に立ち，生ける人々と死者の両方をもあが

さいま した。神権系図の働 きは神殿儀式の方法を備 なうために存在 しているのである。 もし我々がそれ

えて くれ，その儀式は教会の基本的な組織すなわち を しなければ，我々は罰を受け地よりたち切られて

家族を永遠のものにして くれるのです。 イスラエルの神は他の人々を起こされるであろう。

我々は末日聖徒 として，以下のごとく啓示を信 じ 主は， もし私が聖いみたまと神の啓示を受け得ない

ています。 「われらは，すべて神のこれまでに啓示 ならば，私が生涯の１日たりともこの地位にあるこ

したまいしこと，すべて今啓示 したもうことを信 じ とを許 したまわないであろう。もはや，この教会が

なお今より後，神の王国につきて多 くの偉大にして 啓示なしに存在することはあり得ない。教会の大管

重要なることを啓示したもうことを信ず。」（信仰箇 長だけでなく，副管長や使徒，聖なる神権を有する

条第 ９条） すべての人々はこの賜を持ち，人々にそれを施すべ

私は多 くの末日聖徒が上の宣言の後の節を読んでは きである。全神権者が教会員を導 くべ く啓示を伝え

いないと思います。聖徒たちは，神がこれまでに啓 るよう必ず しも召されないか もしれないが，もし全

示されたことをすべて信 じていますが，私はみなさ 力を尽 くして自分の召しを遂行するならば前述のこ

んと， 「すべて今啓示 したもうこと」を論じたいと とは可能なのである。

思います。啓示については，教会図書の最 も興味あ 啓示のみたまは神権につけるものなのである……。

る本の中の １冊 マサイアス ・Ｆ ・カウリーによる 「（養子縁組と エンダウメン トの問題を 再び参照 し

「ウィルフォー ド・ウッドラフの伝記」の中に良 く ながら，）あなたがたはすでに持っている多 くの光と

書かれています。 この教会の大管長 と彼の時代の詳 知識を用いてきた。 しか しあなたがたにはすでにな

細な歴史は，注意深 く書かれた彼の日誌を通して明 してきたより多くの今なすべきことがある。我々は

らかにされました。 先祖の心を子供たちに子供たちの心を先祖に結び固

１８９４年 ４月 ５日，ウッドラフ大管長は日誌 にこう めるという神の我々に対する啓示を十分には遂行 し

記 しています。 「私は養子縁組とエンダウメン トの てきていない。」 それから， この神権時代の最 も奇

ことに関 して話すために兄弟たちと会った。次がウ しきみ業を告げる１つの簡単な文章の中で啓示の本

イルフォー ド・ウッドラフへの啓示である。」 次の 質が宣言されました。 「我々は末 日聖徒たちが今か

ページは，空白になっていましたが，啓示は失われ らできるだけ遠 くまで系図をたどり，先祖 と結び固

てはいませんでした。１８９４年 ４月の教会の一般大会 められることを望んでいる。子供達を両親につなが

の話の中で彼は言っています。 「それ故に，主は聖 せ，この鎖をできるだけ長 くしなさい。」

霊によって動かされなければ話 してはならぬと命じ ウッドラフ大管長は言いました。 「主は私の祈 り

られた。話をするために私は末日聖徒の信仰と祈 り に答えられて，私の義務はすべてのイスラエルにこ

を必要 としている。末 日聖徒の前に述べ伝えたいと の原則を実行させ，その啓示を成就 させることは私

心の中に思っていることがある。そのためにジョー の義務であると言われた。私 はこの民の前にその義 ・
し

ジ ・Ｑ ・キャノン副管長に，私が話 したいと思って 務を置 こう。私は神殿の中で働いているすべての人

いる主題に関して教義 と聖約から読んで い た だ こ・蒙 ・々 がこの原則を実行するようにと申 しあげる。その

う。」 大管長会の第一副管長であるジョージ・Ｑ・キ 時我々は以前にもましてさらに一歩前進するであろ

ヤノンは家族の絆の持続について読みました。 これ う。私 と副管長達はこの点について話 し合い同意を

に続いてウッドラフ大管長が話をしました。 得た。その後，ここに出席 しているすべての使徒達



にはかった。……主は使徒の全員に啓示された。彼

らはもし要請 されれば，それが主の言葉であると証

を述べるであろう。

教会における私の生涯で， この原則の中に見出せる

ほどの一致を見たことはない。彼 らはみなそれにつ

いて正しいと感 じている。系図は我々の義 務 で あ

る。」（１８９４年 ５月１９日，デぜレト・イブニング ・ニ

ユース）

１８９４年１１月１３日に，ソル トレーク市の教会歴史事

務局で １つの集会が持たれました。大管長会のすべ

ての会員，すなわち大管長 ウィルフォー ド・ウッドラ

フ，第一副管長ジョージ・Ｑ・キャノン，第二副管長ジ

ョセフ・Ｆ・ス ミスがその集会に出席 しました。十二

使徒定員会会長のフランクリン・Ｄ・リチャーズや他

の定員会の会員達 もその集会に参加 していました。

慈善的，教育的，かつ宗教的目的と家族の絆を持続

させる目的でユタ系図協会が組織されたのでした。

今日，教会の中には家族を結ぶために働いている組

織が他にもあります。ステーキ部や伝道部，ワー ド

部や支部，地方部などです。その各々は神権役員に

よって管理されています。これらの組織は一時的な

．ものであって，永遠の組織ではありません。それは

組織され得 るし，あるいは解消し得 るのです。

ステーキ部はよく分割されるし，形や大きさで境界

も変わります。その結果組織された時とは全 く違っ

たグループの人々がいるかもしれません。 これ らの

組織は神権の権威の執行上の便宜のため に あ わ ま

す。 ワー ド部やステーキ部の中で働 くために役員が

召されますが，彼 らは一時的に奉仕するだけです。

監督やステーキ部長は，いつか変わります。これ ら

の役割は人間の肩に課せ られた一時的なものなので

す。 しかし一方，家族は永遠の組織となり得ます。

家族はあるワー ド部やステーキ部か ら他の所に移 る

か もしれませんが，家族という組織はそのまま残 り

ます。死すべき世か ら霊の世界すなわち永遠の世に

移ることさえあるのです。

親としての地位は一時的ではなく，永遠に続 くもの

である。

神殿内で神権の下に構成された家族は，あらゆる儀

式のうちで最も意味深い儀式を受けたと言えます。

夫婦が 「新 しく且つ永遠の誓約』を結ぶ時，彼 らは霊

的にも肉体的に も生命力を完全にあらわし得 る可能

性を持つのです。これは軽々しくあつかわれるべき

責任ではありません。個人のそれまでの全生涯を通

して守 られ，とっておかれた神聖な生命を与える肉

体的な力は，家族に子供を得 るという聖なる清い目

的のために，その時に解き放たれるのです。家族の中

でのこの地位，すなわち親たる地位は一時的なもの

ではな く，永遠のものであるべきです。教会の管理役

員達は時々変わりますが，父親や母親をそう変える

わけにはいきません。父親がその責任に勤勉でない

時に何が起こるでしょうか。時々，我々は彼は変えら

れるべきだとさえ考えるかもしれません。 しか しだ

れがそうする権威を持っているのでしょうか。監督

は日曜学校の管理会長を解任することが で き ます

が，塚 族の父親を解任することはできません。彼は

そんな権威を持たないし，ステーキ部長 も持ってい

ないのです。教会幹部はその権威を持っているでし

ょうか。 玉は を管理することか ら父親を解 す

る こ と は “ ナ「 、

特別なものであり

・ 。一

「新しく つガ遠の折 ・ で

永遠であり，解任はない で 。もちろん罪悪によっ

て解任はやってきます。予言者，大管長に取 ってお

かれている権威によって，結合の絆は解かれ得 るの

です。しかしながら，それは監督やステーキ部長の指

示で行なうのではありません。個人が誓約を破 り・，

罪悪を犯 しふさわしくな くなった時にその解任はや

って くるのです。我々が家族とは何であるか 、ん

で い る絆 とは 何 か ，結 婚 の折 ・ ま 口 ） ，

今 日多 くの人 々 が 、 の誓 、・に

を解任していること以上に愚かでばかげた

を怒 らせることはないと思わざるを得ません。実に

我々は人類の歴史の中で神聖で極めて大切であると

みなされてきた結婚の誓約が，多 くの人々によって

無効だと言われている世の中にいるめです。その結

果 として霊が肉体を得 るという神聖な生命の過程は

だめにされているのです。新 しい霊が肉体に宿るた

めに通 らねばならない生命の路はしばしば，避妊の

実行によって妨げられています。それで も時には妊

２２３



２２４

娠することもありますが，堕胎は今やごく普通のこ

とになっています。そして霊たちは彼 ら．がきたとこ

ろにつれ もどされるのです。 私が教義 と聖約の１２８

章を読み，・もう一度読み返 した時に，私は主が死者

や死者のための身代わ りのバプテスマを引き合いに

出しているばかりではな く，主は生ける人と死者と

の救いについて も話 しているどいう事実に感銘 しま

した。その章を読むと，生きてい１る人々と死者がど

のようにして一緒になるかに気づ くは．ずです。同じ

原則が双方に関係 しています。

系図の探求を通 して家族を共に結ぶこと，その後

引き続き神殿内で結び固めの儀式を行なうことは，

生きている間家族を保護 しその構成員を共に結ぶと

いう大切な計画によって強化されているのです。教

会の歴史の中で，現在の ２つのプログラム以上に生

ける人と死者とを結び合わせるために恵まれていた

プログラムはありませんで した。

もし我々が家族関係を持続させようと望むならば，

その目的のために価値あるあらゆる事柄をなさねば

奉弓ない。、

我 々に は家 庭 の 夕 べ の プ ロ グ ラ ムや ホ ー ム ・１テ ィ

ーチ ン グ プ ロ グ ラ ムが あ り ます が
， この ２つ と も家

族 を 強 め安 定 させ る こ とを 目的 と して い ま す。 家族

単 位 を 永 遠 に し， 霊 界 に お い て もそ れ を共 に保 つ だ

め に， 系 図 の プ ロ グ ラ ム と神 殿 の 儀 式 が あ る の で

す 。 「わ れ らは， す べ て 神 の これ ま で に啓 示 した ま

い し こと， す べ て 今 啓 示 した も う こ とを信 じ， な お

今 よ り後 ，咽神 の 王 国 に つ きて 多 くの 偉 大 に して重 要

な る こ とを 啓 示 した も う こ とを信 ず 。」この た め に こ

れ らの プ ログ ラ ムが あ るの で す 。 も し我 々 が家 族 を

維特 しよ う と望 む な らば ， そ の 目的 の た め に価 値 あ

る あ らゆ る事 柄 を な さな け れ ば な り ませ ん。

この 死 す べ き世 に あ って 幸福 な 家族 生 活 を 支 え るた

め に 数 多 くの こ とが 言 わ れ て きて い ま す。 真 の意 味

に お いて そ れ は 神権 系 図 の仕 事 と して知 られ て い る

ζ と と非 常 に 固 く結 び つ い て い ま す。 エ ラィ ジ ャの

来 訪 に つ いて １２８章 に書 か れ て い ます 。 この こ とは

紀 元 前 ４００年 に マ ラキ に よ って予 言 されて い る こ と

で，旧約 聖 書 の終 わ りに こう書 か れ て い ます 。「見 よ

主の大いなる恐 るべき日が来 る前に，わたしは予言

者エライジャをあなたがたにつかわす。彼は父の心

をその子供たちに向けさせ，子供たちの心をその父

に向けさせる。 これはわたしが来て，のろいをもっ

てこの国を撃つことのないようにするためである。」

（欽定訳マラキ ４：５－６）オークラン下神殿の献堂式

の時に話 された，ハロル ド・Ｂ・リー長老の言葉を引

用 してみましょう。「我々が今日話 している全教会的

な家族を教える計画のことを考えて頂きたい。……

ジ ョセブ ・Ｆ・ス ミス大管長 と副管長たちは，教会

員が １週間に １度子供たちを集め福音を教えるな ら

ば，そのような家庭で子供たちは決 して堕落するこ

とはないと約束 された。

そこで今 日，何を行なうための教えが備えられて

いるであろうか。 この地上で両親の心を子供たちに

子供たちの心を両親に向けることである。両親が死

に瀕 している時，その時だけが両親がその心を子供

たちに向け，また子供たちが両親に心を向けるなど

と考えることができるであろうか。私はみなさんが

子供たちに福音を教えることを怠って，心か ら子供

だちを愛する前に死の幕を通るとすれば，みなさん

がたの家族の絆が安全かどうかを真剣に考えていた 、

だきたいと思う。今や生きている間に両親の心を子

供たちに向けることを考えるべき時である。

我々はかつてなかったほどに，この地上における家

族の結合に関心を抱いている。

親子の間には死を越えて続 く絆がある。それはま

さしく実際的な原則であり，我々はよく考えるべき

なのである。」

ですから今 日では，神権系図の働きは活発であり，

かつてなかったほどに強調されています。神殿にお

ける働きやワー ド部，ステーキ部が組織を通 して系

図探求を行なっていることはウッドラフ大管長に与

えられた啓示の現代における実践なのです。我々は

かつてなかったほどに， この地上における家族の結

合に関心をはらっており，永遠に家族が結ばれるよ

うにと望んでいます。家族のあらゆる時代の人々を

系図探求によって共に結びつける以上に奇 しき経験

がまたとあるで しょうか。



系 図 入 門

十二使徒評議員

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン ター 長 老

しエ ライ ジ ャの み た ま に よ り突も

然火がつき，系図探求 と神殿の

儀式がイエス ・キリス トの福音の一部

であることを知れば，あなたは何を行

なうべきか知りたいのではなか ろう

か。

過去数年間， これ らのプログラムが

強調 し続けられてきたにもかかわ らず

数千の木日聖徒にはその質問の答えが

全くわからないようである。系図探求

と神殿の仕事に従事 している人々か ら

しばしば尋ねられる質問で， 「どのよ

うに始めますか」 「どこか ら始めます

か」 という質問ほど多いものはない。

このような質問に対する答えはある人

にとってはまったく明らかであるか も

しれないが，多 くの教会員は確かにま

だ指示 と説明を必要 としている。

やる気 と自信は知識から生まれるの

である。い くつかの大切な言葉に従っ

て十分な基礎知識を得 ることにより，

あなたは自信を増 し， この偉大な福音

の業に従事せずにはいられなくなるで

あろう。

まず，すべての教会員が行なうべき

ことは，家庭や身近な親族から得 られ

る自分自身に関する情報をできるだけ

た くさん集めることである。この目的

は個人としてのあなた自身を明らかに

し，またあなたがだれの子孫であるか

を知ることである。

欠 くことのできない事項といわれて

いる，日付，名前，場所によって，あな

たが家族の一員としてこの世に生まれ

たことがわか り，またあなたが数多 く

の人々と共に天父の子供の一人である

ことがわかる。あなたは家族の記録用

紙に記録されたこの情報たよって，そ

の家族における親または子供であるこ

とを立証す るのである。 これは証明す

る必要がないほど明 らかなことである

と思われるが， これが先祖 と鎖で連結

す るために欠 くことのできない第一歩

なのである。

あなたは， この完成 したシー トと再

び容易に入手できるように適切に記入

した情報 とを用いて，一代 さかのぼり

その家族のために同じことをしなけれ

ばならない。あなたが親 として記入 し

たように， この次の家族はあなたの父

と母であり，あなたは子供 として記入

される。 さらに一代 さかのぼると， ２

組の祖父母の家族の記録ができる。第

４段階は４組の曾祖父母に関する同様

の情報である。

これが，教会が大切な系図探求を行

な う手 始 め と して 各教 会 員 に す す め て

い る根 本事 項 で あ る。 これ らの 家族 の

記 録 は， 教 会 の ４代 の 家族 の記 録 プ ロ

グ ラムで 扱 わ れ る よ うに ， ワ ー ド部 大

祭 司 グル ー プ リー ダ ーへ 提 出 され ね ば

な らな い。 次 いで ， 大 祭 司 グル ー プ リ

ー ダ ー は検 査 の た め に そ の シ ー トを ワ

ー ド部 記 録 検 査 員 に渡 す 。 も し記 入 事

項 に誤 りが あれ ば， どの よ うに訂 正 し

な けれ ば な らな いか ， と い う メ モを 添

え て， グル ー プ リー ダ ー は あ な た に そ

の シー トを返 す で あ ろ う。 訂 正 され 受

理 され た家 族 の記 録 は最 後 に は大 祭 司

グ ル ー プ リー ダ ー を通 じて系 図 協 会 の

記 録 保 管 所 に送 付 され る。

あ な た は それ ぞれ の家 族 の記 録 の写

しを あ な た 自身 の覚 え の書 に入 れ て保

管 す べ きで あ る。 ま た そ の シ ー トは，

ペ デ ィ グ リ ーチ ャー トを作 成 す る た め

に 使 わ れ る。

これ は この大 切 な仕 事 の第 一 歩 で あ

り， あ な た は手 助 け な しに これ を行 な

え る はず で あ る。

また 多 くの 資 料 が そ の役 に立 つ で あ

ろ う。 ワ ー ド部 大祭 司 グ ル ー プ リー ダ

ー は， この プ ロ グ ラ ムに お け る監 督 へ

の ア ドバ イ ザ ー と して任 命 さ れ て お

り， この仕 事 を す る ワ ー ド部 の会 員 を

２２５



４代 の家族 の記録 プログラム

ス テ ップ １

私 の 家 族

（禾ムカ｛プこのオ閑に言己入 され る場 合 ）

ス テ ッ プ ２

私 の

父 の 家 族

〔蝿 １議）

ス テ ップ ４

ス テ ップ ３

妻・ の

父 の 家 族

〔郷 １瀦

私 の 父 方

祖 父 の 家 族

私 の 母 方

祖 父 の 家 族

ス テ ップ ５

妻 の 父 方

祖 父 の 家 族

妻 の 母 方

祖 父 の 家 族

ス テ ッ プ 馬

私 の父方祖 父が子供である

曾祖 父の家族

私の父方祖母が子供である

曾祖父の家族、

父
親
が

指
導
権
を
と
る

私 の母方祖父が子供である

曾祖父の家族

私の母方祖母が子供 であ る

曾祖父の家 族

ステ ップ ７

妻の父方祖父が子供 である

曾祖父の家族

妻 の父方祖母 が子供である

曾祖 父の家族

母
親
が

指

権
を
と
る

妻 の母方祖父が子供 である

曾祖父の家族

妻 の母方祖母 が子供である

曾祖父の家族

華

助けるためにいつも準備 している。

教会員が家族の昇栄の原則を学ぶ機

会を持つように，ほとんどのワー ド部

で監督の指示のもとに神権系図クラス

を定期的に開 くよう計画 されている。

その実施作業方式のレッスンにより，

会員にそのプログラムの基礎 と系図探

求の準備をさせるのである。

クラスで使われる小冊子と教科書が

ある。

また，ワー ド部の神権指導者のため

に 「神権系図の手引き」 という小冊子

があり，そのほかに教会の全神権系図

プログラムについて略述された 「家族

２２６

の 昇 栄 の た めの 神 権 プ ロ グ ラ ム」 と呼

ばれ る小 冊 子 が あ る。 そ れ に は ワ ー ド

部 内で そ の教 会 プ ログ ラムを す す め る

た め の詳 細 な説 明 が記 され て い る。

この仕 事 に要 す る物 量 は莫 大 な もの

で あ る。 ソル トレ ー ク市 の記 録 保 管 所

に は現 在 ， 系 図 蘭 係 の 資 料 と して ， マ

イ ク ロフ ィル ムが ７５０，０００巻 ，書 籍 が

１００，０００冊 以上 あ る。

系 図探 求 と神 殿 の儀 式 は， す べ て の

末 日聖 徒 の義 務 で あ る。 現 在 の神 権 系

図 プ ロ グ ラ ムは， も し我 々 が何 も しな

けれ ば ， 我 々の 大部 分 が 容 赦 な く取 り

ｒ残 され る と こ ろ まで 広 が
って い るの で

ある。

我々の死者は，我々が名前を捜 し出

し，次に神の神殿に行って儀式を執行

するのを待ち望んでいる。そうするこ

とにより，彼 らは霊界の囚屋か ら放た

れるのである。予言者ジョセブ ・ス ミ

スに与え られたこの偉大な権能の鍵は

今日我々と共にある。死者のための儀

式を執行するこの権能 は，死の縄目を

立ち切るのである。我々はみな このす

ばらしい愛ある務めに喜びを見出すに

違いない。
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十二使徒評議員

マ ー ク ・Ｅ ・

ピ ー タ ー セ ン

、

あ い す る トミー くん。

私 は い ま， き み が今 月 ， それ もた ん じ ょ うび に， バ プ テ ス マを 受 け た とい うこ とを き き ま した。

こ ころ か らよ ろ こん で い ます 。 それ とい うの もバ プ テ ス マ は， きみ の これ か らの 人 生 に 大 きな い み

を もつ か らで す。

私 た ち は ８才 に な る とバ プ テ ス マ を受 けて ， イ エ ス ・キ リス トの 教 会 には い ります 。 そ して教 会

か らた くさん の し ゅ くふ くを受 け る よ うに な る の です 。 バ プ テ ス マ は主 の い ま しめで す か ら， 私 た

ちは み ん な それ を受 け な けれ ば な りませ ん。

バ プ テ ス マ は た だ の教 会 の し ゅ うか ん と して行 な われ る もの で は あ り ませ ん 。 そ れ は， 主 の い ま

しめ だ か ら行 な わ れ る ので す 。 バ プ テ ス マ はふ くい ん と同 じよ うにむ か しか らあ りま した。 ア ダ ム

は， き み た ち と同 じ く水 に しず め られ るバ プ テ ス マを 受 け ま した。 そ の の ち， な ん 百 万 とい うお お

ぜ い の人 た ち が バ プ テ ス マ を受 け て き ま した。

バ プ テ スマ を さず け て くだ さ った の は イ エ ス さまで す 。 イ エ ス さ ま は さ い し ょに ア ダ ム に さず け

られ ま した。 そ して この世 に生 まれ て き たす べ て の 人 た ち に この きか い を あ た え られ ま した。 ８才

い じ ょうの人 た ち が， み な この ぎ しき を受 け な けれ ば な らない ことを お しえ る た めに ， イ エ ス さ ま

ご じ しん もバ プ テ ス マ を受 け られ ま した。

私 た ち が なぜ 水 に しず め られ るバ プ テ ス マを 行 な うのか 知 って い ます か 。 たい て い どの 教 会 で も

せ ん れい とよ んで い る ぎ しきを しん じて い ます が ， それ は ただ 子 供 の あ た まの 上 に水 を ふ りか け る

もので す 。

ぜ ん しんを 水 に しず め る こと， これ こそ ほん と うの バ プ テス マの や りか た で す 。 そ して これ に は

ほ ん とう の いみ が あ るの で す 。 きみ は生 まれ て か らず っ とイ エ ス さ まを しん じて き ま した ね 。 また

イ エ ス さ まが どの よ う に人 び とに お しえ ， 小 さな子 供 を し ゅ くふ くし， 死 ん だ ２人 の青 年 と少 女 を

い き か え らせ たか を 知 って い ます ね 。 そ れ に もか か わ らず ・イエ ス さ まは ， ざん こ くな 人 た ちに と ら

わ れ て じ ゅう じか に は りつ けに され ま した 。

私 た ちの 天 の お 父 さ まは ， 私 た ちに 多 くの し ゅ くふ くを あ た え るた め に ， イ エ ス さま が じ ゅ う じ

か に お か か りに な る ま まに され ま した 。イ エ ス さ ま は死 ぬ と き に とて も くる しまれ ま した 。イ エ ス さ

まの お 父 さ まで あ り， また私 た ちの天 の お 父 さま で もあ る神 さ まは， 私 た ち が つ み を くい あ らた め

る な らば 私 た ちの つ み が ゆ る され る よ うに と， イ エ ス さま が くる しま れ るま ま に な され た の で す。

私 た ちが バ プ テ スマ を 受 け る と きに は じめ て ，天 の お 父 さま が 私 た ち の つ み を あ が な うた め に イ

エ ス さ まを くる しむ ま まに して お か れ た こ とが い み を もつ の で す 。

で は ど う して 私 た ちは 水 に しず め られ るの で し ょうか。 そ れ は， キ リス トが ほ うむ られ た とと と

ふ っか つ され た こ とを あ らわ して い るか らで す 。 ／ｆエ ス さま が， ち ょ う どは か に ほ うむ られ た よ う

に， 私 た ち は水 の 中 に しず め られ るの で す 。 イ エ ス さま は新 しい い の ち を あ た え られ て （ロー マ ６

：４） ふ っか つ し， は か か ら出 て来 ま した。 ち ょ うど そ の よ うに， 私 た ち もバ プ テ ス マ の水 か ら出

た と き新 し くふ くい ん の生 活 に は い って主 に した が い， 主 の い ま しめ を ま もる よ うに な る ので す 。

これ で わ か るよ うに， 私 た ちの べ プ テ ス マ は キ リス トが ほ うむ られ て， ふ っかつ され た ことを わ

す れ な い よ うに す るた め の もの な の で す。 これ は私 た ち に とって ， バ プ テ ス マ が ど んな に大 切 で あ

るか を あ らわ して い ま す。 バ プ テ ス マ は い つ も， キ リス トが私 た ち の た め に死 んで ふ っか つ され た

こ とを思 い 出 させ て くれ ます 。 ち ょ うど， 私 た ちが バ プ テ ス マ の水 か らか な らず 出 て くる よ うに ，

私 た ちは す べ て死 ん だ の ち に は か か ら出 て き ま す。 そ して そ の あ と この よ う な こ とを す べ て で き る

よ うに して くだ さ った す くい主 と と もに， え い え ん に住 む よ うに な るの で す。

ト ミー くん， き み の バ プ テ ス マ を か ん しゃ しな さい。 そ して ， きみ が ほ ん と うの ・イエ ス ・キ リス

ト教 会 の か い い ん で あ る こ とを心 に とめ な さい。

今 か ら きみ は， い つ もイ エ ス さま

を お ぼ え そ の い ま しめ を ま もる よ う

に しな け れ ば な りま せ ん。 （き ょ う

ぎ とせ い や く２０：７７） それ は， い つ

の 日に か， イ エ ス さま に お あ い して

イ エ ス さま と い っ し ょに天 国で え い

え ん に住 む た め に ひ つ よ うな こ とで

す 。主 が あ な た を つ ね に し ゅ くふ く

され るよ うに お祈 り します 。

「＼

つ塗 匙 評痴 ・

＼＿ノ ノ

．２２７



馬

と黄 か っ色 の ま じっ た プ リン スの 毛 は ， テ ィ ムの だ い里

州 ’ す き な銀 色 にか が や い て い ま した
。 プ リン スは か しこ

くてす る ど い 目を して い ま した。 この シ エパ ー ド犬 は ， 年 と

っ た ラ グ ス の して い た しご との あ と を引 きつ ぐよ うい が で き

て い る と， テ ィム は信 じて い ま した。

テ ィ ムは あ つ で の上 着 を き る と， コ ー トを だ して そ の上 に

き ま した。

「お まえ を た め す い い きか い だ よ」 とプ リ ンス に い い ま し

た 。

「み ぞ れ か らど うや って の が れ た らい い の か知 らな い は か

な 牛 た ちを つ れ にゆ こ う」

じぶ ん の す み か に して い る台 所 の ス トー ブ のか げ か らテ ィ

ムを 見 て い た年 と った ラ グス は， 立 ち あ が る と前 にす す み で

て はげ し く尾 を ふ り ま した。

「お 前 は つ い て くるん じ ゃな い よ ／」 と テ ィ ムは し らが ま

じりの よぼ よぼ の 老 犬 に い い ま した。

「お まえ か くる と， プ リン スに な に も させ な い じ ゃ な い

か 。 い つ か は プ リン ス もお ぼ えな くて はな らな い ん だ か ら。」

プ リン スか テ ィム の家 に きて か ら， テ ィムは ラ グ スに あま

り気 を くば つて や りませ んで した． テ ィムが 出 て 行 くと， プ

リ ンス は彼 の あ と に つ い て行 き ま した。 彼 が な や に つ くこ ろ

ラグ ス は用 心 ぶ か くか んか くを お き なが ら， お いか けて 行 き

｝
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ま した。 テ ィムは ， ラ グス が ず っ と前 か ら ドア の あ け しめ を

．お ぼ えて い た こ とを わ す れ て い ま した
。

老 犬 ラ グ スの 姿 を 見 つ け た テ ィ ムは 「つ い て く るん じゃ な

い と．い っ ただ ろ う 。」 とど な りま した。

「お ま え な んか じゃ まに な るだ け だ
。 お ま え は や き もち を

や い て い る ん じゃ な い のか い 。」

テ ィム は き ゅう に あ る こ とを 思 い つ き ま した。 プ リ ンス が

くる前 に彼 が よ くつ か って い た した しげ な や さ しい声 で ラグ

スを よび ま した。 ラ グ スは は じめ た め らって い ま した が， や

が て とび つ い て テ ィム のか おを なめ ま した。

「これ で よ し／」 と テ ィムは い らだ た し くい い ま した。 彼

．
は しっか りラ グ スの 首 を つ か む と， お母 さん が に わ ど う ぐ入

れ に使 って い る小 屋 に引 っぱ って い き ま した 。 そ して ， ドア

を あ けて ラ グ スを お しこ め る とす ば や く ドアを しめ て 外 か ら

カ ギ をか け ま した。

もの お き小 屋 の小 さ な ま ど ぎわ を 通 っ た と き， ラ グ スが う

しろ足 で 立 っ て しき りと うっ た え る よ う にほ えて い る姿 が 見

え ま した。 テ ィ ムは心 がせ め られ る のを 感 じま したが す ぐに

わ す れ て しま い ま した。

そ れ は土 曜 日の こ とで した。 テ ィム は， 一 日中 家 に ひ と り

で い ま した。 彼 の両 親 は あ さ早 くか ら町 の び ょうい ん

懸、 灘 藁熱 難繋 雪鴬
驚 畿 好努鷲畿 鳶二華薯≦竺灘 夏
熱

諮 お くと・ お か に む か ・て走 ・て ・・き ま した・

プ リンス は ， あ た た か い牧 場 の家 を とき どきふ り

か え って は い や い や な が ら馬 の あ とに つ い て行 き ま

した。

「す ぐに 帰 る よ う にす る よ 。」 とテ ィ ムは は げ ま

す よ うにい い ま した 。

。 「お ま え とぼ くとで い そ い で 牛 た ちを 家 に入 れ て

．∫． や ろ う
。」

テ ィム は牛 が ど こ にい るの か 知 って い ま した。 け

れ ど も， お い か けて い くその 道 は け わ し く， きけ ん

な うす い氷 が は って い ま した。 トロ ーパ ーは あ た ま ．．

斑 燕 ’ を さげ た ま ま ゆ っ く りと あ る き ま した
。 テ ィムは み

畔 ㍉ ，

璽
隊．灘 灘 糖 雲な識 駝

， １ ．「あ そ こに い るぞ ／」 牛 は， け い こ くの は るか か

な た に む れ を な して い ま した。

「よ う し見 つ け た ぞ
。 さあ， お ま え は あ そ こか ら

牛 を つ 詑 だ す の だ よ」 とプ リ ンス に い い ま した。 だ

が プ リンス は トロ ーパ ーの そ ば か らは なれ よ う とは

しませ んで した。 プ リン ス は ど うす れ ば い い の か ま よ って い

る 目つ きで テ ィムを 見 ま した。

「さ あ
， つ い て お い で ！ ま たお しえ て あげ よ う 。」 と テ ィ

ム は に ん た いつ よ くい い ま した。

テ ィ ムは， 時 間 を か けず に急 な さか を 通 って けい こ くの は

じへ お りて行 こ う と考 え ま した。 彼 は何 回 もお りて 行 っ た こ

との あ る土 手 を馬 で お りて行 き ま した。 馬 は あぶ な い と こ ろ

を用 心 しな が らち ゅ ういぶ か くお りて 行 き ま した。

トロー パ ー が足 を すべ らせ は じめ た の は， も うけ い こ くの

そ この あ た りま で き て い た と きで した。 馬 は い っ し ょう けん

め い に ま っす ぐ立 と う と しま した が， 氷 に お お われ た石 と こ

お りつ い た土 は， 足 も とか ら くず れ お ち て い き ま した。 テ ィ

ムは， あぶ み か ら足 を ぬ こ う と しま した が も うお そ す ぎ ま し

た。

馬 が こ ろん だ ひ ょう しに， テ ィ ムは く るぶ しか らひ ざ まで

強 い い た み を お ぼ え ま した。 彼 は， い っ し ょ うけ ん め い に た

づ なに つ か ま って お きあ が ろ う と しま した が， ま た ころ ん で

う め き声 を あげ て し まい ま した。

プ リン ス は こ うふ ん して ほ え た て， もが い て い る馬 を か る

くか み ま した。 そ して トロ ーパ ーが ひ っ しに な って お きあ が

ろ う と して も， テ ィム は ど うす る こ と もで きず に た だ 見 て い

るだ けで した

馬 は お き あが って か ら体 を ゆす ぶ り， い な な きな が ら， け

い こ くを とび こえ， 牛 の む れ の そ ば を 通 りぬ け ， 牧 場 に あ る

家 を め ざ して か けだ しま した。

「ドオ ー ／ ドオ ー
．／」 と テ ィム は， よん で もむ だ だ と思 い

な が らさ け び ま した。

「プ リ ンス ／ トローパ ーを つ れ もど して くれ ／」 しか し
，

プ リ ンス は つれ て こよ うと もせ ず に にげ て 行 く馬 の あ とを お

っ て氷 つ い た道 を よ こぎ り， か けて ゆ き ま した。

冬 の こ ご の 白 い光 が き えて ゆ くこ ろ に な る と， テ ィム は も

うプ リ ンス が， トロー パ ー を つれ もど して くるの を あ き らめ

て しま い ま した。

あ ま りの い た さに は を くい しば りな が ら， テ ィム は ひ っ し

に な って土 手 を は い あ が ろ う と しま した。 しか し， こ ろ んで

ま た下 ま で す べ りお ち て しま い ま した。 ３回 目に や っ と土 手

の上 に た ど りつ きま した。

み を き るよ うな つ め た い風 が け い こ くを ふ き ぬ け る ときむ

ちで 「び しっ」 と うた れ た よ うな か ん じで した。 彼 は つ かれ

はて て 氷 に お お わ れ た草 の土 に よ こに な りま した が この ま

まい た 方 が い い の か ， そ れ と も長 い道 を 家 へ か え った方 が い

い の か ま よ って い ま した 。

牛 の む れ を み ぞ れ か らま も り， ミル クを しぼ らな け れ ば い

け ませ ん 。 で も， も し家 へ か え れ た ら近 所 の 人 た ちに て つ だ

って も らえ る と考 え ， 彼 はづ い に 長 く くる しい 道 を あ るき だ

しま した 。 ハ イ ウ エ ー はみ ぞ れ で お お わ れ て い た の で， テ ィ
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ム は明 日の あ さ まで 両 親 の 助 け を きた い す る こ とが で きな い

と思 い ま した 。牧 場 に は ラ グス しか い ま せ ん で した。 そ の ラ

グ ス もか ぎを か け られ て い ま した。

と ころが とつ ぜ ん ， 氷 の よ うに つ め た い風 に の って氷 つ い

た 道 を か け る馬 の ひず め の音 と犬 の な き声 が 聞 こえ て， そ の

音 は さむ さで か ん か くの な くな った テ ィ ムの か らだ に しみ わ

た りま した。 彼 は あ り った け の ちか らで ， こご え て い る両 手

、を 口 もと に も って ゆ きま した。 ．
「プ リンス

， こ こだ よ ／ こ こだ よ ／」 とさ けび ま した。 し

か しそ れ は プ リンス で は あ りませ ん で した。 しん ぱい しな が

ら も喜 ん で い るな き声 の主 が， い ま は は っ き りとわ か りま し

た。 そ れ は ラ グス で した。

テ ィ ムは地 面 にす わ って， そ の老 犬 に顔 を な め さ せ ま し

た。 彼 は うで を犬 の首 に ま わ して ， カ サ カサ の犬 の 毛 の 中 に

顔 を うず め ま した 。 彼 は， ラグ スが い た さの あま りひ めい を

あ げ るま で ラグ ス を は な しませ んで した 。

それ か らラ グ ス は テ ィムが 立 ち上 が って ， 馬 に ま た が るま

で しん ぼ うつ よ くそ ば に立 って ほ えつ づ け ま した 。 テ ィムが

ぶ じに馬 にの って 家 にむ か った と き， ラ グス は とて もま ん ぞ

くそ うで した 。 彼 は けい こ くを か け お りて 牛 た ちを 家 ま で お

いた て ま した 。

テ ィム は， な や につ くとす ぐに ラ ンプ に火 を と もし， トロ

ーパ ーか ら く らを は ず しま した
。 ま ぐさを か い ば お け に入 れ

る と， こ お りつ い た よ うな さむ さは い くぶ ん や わ らい で い く

よ うで した ６ しか し足 は まだ とて もい た み ま した 。 ２，３分

して か らラ グ スが 牛 を お って くるの が 聞 こえ て きま した。

牛 が 中 に入 って え さを 食 べ は じめ る と， テ ィム と ラグ ス は

家 にむ か い ま した 。 テ ィムが 道具 小屋 を 通 りか

か った と き， ま どに あ な が あい て い るの を

み つ け ま した 。 ま どわ くに の こ って い ．。

た ガ ラ スの はへ ん を し ら べ て み ズ 詑　こおコ ダ

蹴観幽纏 ．
を あげ た ことを 思

い だ しま した 。

テ ィム はひ ざ まず く

と， 年 老 い た ラグ ス を

じぶ ん の 方 に ひ きよ せ

ま した 。彼 は ふ か ぶ か

と した 毛 の 中 を しらべ

て い る う ちに， ラ グス

の か らだ に深 い きず あ

とを み つ け ま した。

テ ィム の 口 か ら思 わ

ず う め き声 が で ま し

た 。 そ して 目は涙 で い

っ ぱ い に な りま した。

「ラグ ス
， お ま え は ま ど ガ ラ スを や ぶ った ん だ ね。 トロー

パ ーが ひ と りで 帰 っ たの を 見 て ， ガ ラス を や ぶ って 外 へ で た

ん だ ね 。」 そ うい って テ ィム は な きだ しま した。

プ リ ンス は， う ら ぐちの か い だ ん の と ころ で ま って い ま し

た が， テ ィムの か か と に じゃれ るよ う に して か み つ き ま し

た 。

テ ィム は プ リ ンス にむ か って ， お こ って い い ま した。

「ラ グス が い な か った ら
， お ま え は ラグ ス の よ うに して く

れ た か い 。」 テ ィムは ラ グス を だ ま して道 具 小屋 の中 に か ぎ

を か けて ， と じこめ た と きの こ とを思 い だす と気 が ひ け ま．し

た 。 そ れ に もか か わ らず ， ラ グス は そ れ を ゆ る して くれ た だ

け で な く， 自分 を きず つ け て ま で も彼 を たす け に きて くれ た

の で した 。．

彼 は プ リ ンス を ゆ るす気 に な りま した。 老 犬 ラ グ ス は 「ほ

ん と うの 忠 実 さ」 とい う こ とを， テ ィム に お しえて くれ ま し

た。 テ ィ ムは プ リ ンス に い い ま した。

「お ま え は ま だ わ か い ん だ
。 老 犬 ラ グ ス は き っ とお まえ が

り っぱ な牧 場 犬 に なれ る よ うに お しえて くれ るだ ろ う 。」
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これ らの こ と

を学 び ま した

第二副管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

「

い とも栄光に満ち沃 使 らに近
き者とは清き若人である。こ

の若人は現世において言葉に尽 くせぬ

喜びを得，次の世で永遠の幸福を受け

る。」 （大管長会の声明 １９４２年 ４月 ６

日）

もし私に願いがあるとすれば，現代

の若人にこの偉大な約束と祝福を受け

るにふさわしい生活を していただきた

いということである。私たちが存在す

る目的はつまるところ永遠の生命を得

るよう自分 自身を備えることである。

みじめな状態や過去の行ないを悔いる

状態よりも永遠の幸福の方を望まない

者がどこにいるであろうか。

私は生涯にわたって若人の前に立ち

ふさがる大きな悪の力や誘惑に少なか

らぬ関心を抱いて著た。そして私の父

が次のような大切な忠告を与えてくれ

たことにいつ も感謝 してい る の で あ

る。 「まず神の国と神の義 とを求めな

さい。そうすれば，これらのものは，

すべて添えて与えられるであ ろ う。」

（マタイ ６：３３）

この忠告を受け，さらに幼ない時か

ら福音を学び理解 してきたおかげで，

私は多 くの友人たちのように数々の誘

惑に会って も悩まされることな く，そ

の誘惑に立ち向かうことができた。若

き日に接 した人々のことを考える時に

福音の教えを信 じてそれに従い，誘惑

に打ち勝つ力を備えていた人はさらに

進歩成長を続け人生で成功を収めてい

るという歴然とした事実に会う。一方

正 しい選択を しなかった人は，自分の

弱点を認め，福音を受け入れ，そ して

誤っていたや り方を悔改めない限り一

生涯その代価を払っている。

私 は立派な人々と接することでつね

に大きな力を得てきた。 このことから

私はたえず自分の子供や孫たち，また

恵まれて親しくする機会のあった若人

たちに，環境や条件がどうであれ良い

友だちを選ぶようにすすめている。そ

して高い目標を定め，善悪をわきまえ

なすべきこと，またしてはならないこ

とをはっきりと区別して行動するよう

にすすめている。このように決心をし

ない限り，悪をなさしめるような圧力

を受けたり感情に陥った場合に善を選

ぶ ことはほとんど不可能である。

私はスカウ ト指導者として，あるい

は学校の教師，その他教会のいろいろ

な役職上，若人と接する機会に恵まれ

てきた。また多 くの理由で若人に面接

する機会があった。この経験から，福

音の教えに従って生活 している若人に
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とって正 しい選択は容易なことであり

福音の真意を理解 していない人々より

も幸福で順応性があることが わ か っ

、た。

今の私には，人生のよい もの を受

け，また将来のために自分を準備する

ように両親が私に示 して くれた模範，

教育，愛と信頼に対 して感謝 しようと

思ってもできないのである。

しかしあなた方は両親を信頼 し，忠

告や勧告に従 うならば，両親から大き

な助けを受けることができる。彼 らは

あなた方の幸福を願っている。あなた

方の成功は両親である彼 らの成功でも

あ るのだ。そしてあなた方の失敗は彼

らにとっても失敗であり，あなた方と

共に悲 しみ，共に喜ぶ。幸福 と成功を

心から望むのであれば，戒めにある通

りあなた方の父 と母を敬 う こ とで あ

る。あなた方には両親の知恵 と経験 と

いう恩恵が必要である。

私は常に人類が現世にあるのは幸福

を得んためであると信じてきた。そし

て人が善をなすならばさらに大いなる

幸福を得，同時に成功を収めることが

できると確信 している。事実私は娘た

ちに，青春時代に友 と出かけるな らば

すばらしい時を過ごすよう，後に悔い

が残 ることのないすばらしい思い出と

なる時を過 ごすようにといつ も言って

きた。

朝の祈 りの中で自分の行動に対する

導 きを願い，晩には良い報告ができる

ようにと祈 ることによって，私は常に

しなければならないことをす る勇気を

２３２

得てい、。もし若人が以上の。と謡

瑠 め，天父がその子供たちに戒めを １

守 るよ うに願 って い る こ とを覚 え る な １

らば，翻 、打ち勝つ力を得、燵 、・ ｉ

５な い
。 １

５私は現代の若者を心から愛し
，大い １

に信頼 している。悪の力や翻 がかつ １
へ

てないほどに増 していることは確かで ｉ
ト

あるが，あなた方は以前の人だちより ！

もさらに良い教育を受け，誘惑に会う

徹 ができているのである・そして企 ／

業やその他の面においても指導者 とし

ての責任を受ける備えができているは

ずである。

あなた方は私たちにとって将来の希

望である。より良い世界を造ることが

あなた方の特権であり責任なのだ。い

かにすばらしい世界を造 るか見届けた

いものだと思う。 これは肉体を強健に

し，精神を目覚めさせ，道徳的に正 し

く，常に天父の導 きを求める時にのみ

な し得ることである。 アルコール， タ

バコ，そして麻薬はあなた方の信仰と

共に能力を も減少させて しまう。

神の武具で身を固めなさい。神を信

じ，正義によって行ないを決めるな ら

ば，決 して道を誤ることなく，必ず幸

福になるのである。現代の混迷 した世

の中に混乱をもたらす者の顔 に幸福の

影は見えない。 しか．し善を知ってそれ

をなす者は幸福への道を歩み，進歩を

続ける。願わくばあなた方が現世で言

葉に尽 くせぬ喜びを得，次の世で永遠

の幸福を受けられんことを。

詞〆

．．亨一 腕 ～ ．

｛

「 ＿ の 記 事 は フ ィ ク シ ョ ンで は な く

一
実話 で あ る。 著者 ロ ジ ャー ・マ

ク ロー リ ンが 空 軍 の 医 師 と して ベ トナム に

駐 留 して い た 時 ， 彼 と その 同 僚 に 起 こ った

こ とで あ る。

やわ らかい日ざしが軽やか に波打 ちなが

ら私 のた くま しい身体 にふ り注いでいた。

その光 と暖か さを感 じなが ら，私は眠気を

誘 う気 だるさか らそっと揺 り起 こされ るよ

うであ った。 それは今朝心 の中が燃 えたあ

の奇跡 を思 い浮 かべ たか らであった。

その 日は大 会の日曜 日だった。基地 に残

っていたモルモ ンは， ドンと トレー シー ，

それに私 の ３人 だけだ った。私 たちは任務

があ ったため，ナ ・トラングの大会 に行 く

休 暇が取れなか ったのである。私 たちは同

じ隊に属 していた関係上 ，朝食 が済む と一

緒に集 ま って 自分 たちだけの聖餐式 と証 会

を開いた。簡素な聖餐 式で， ２人 が祝福 す

ると残 りの １人が祝福を施 した ２人にパス

を した。 しか しなが ら私たちに とってそれ

は，厳粛で特別な感 じのす る聖餐 式であ っ

た。
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ロ ジ ャ ー ・ マ ク ロ ー リ ン

その簡単 な会が終わ ると， トレー シーは

中隊本部へ行 った。私 と ドンは基地の取引

所で １時間半 ほど話を した り， うすい粉 ミ

ルク入 りの ミル クセー キを飲んでいた。 こ

の ミル クセー キはおい しい とは言 えなか っ

たが，ベ トナムに来 て時がたつにつれて少

しずつおい しい と思 うよ うにな っていた。

それか ら ドンと私はＭＡ ＣＶ （ベ トナム軍

蝋 助司令 部）へ行 ってベ トナム人 の洋服屋

に会い，おみやげにするポ ンチ ョの上着 を

作 る相談 を しよ うとい うことになった。

ドンの話 では トレー シー もこの ポ ンチ ョ

を欲 しが っているとい うことだった。 そこ

で私 たちは早速傷病兵 を運ぶ車 に飛 び乗 り

トレー シー を連 れに飛行場へ向か った。救

助小屋へ入 って行 った ドンはす ぐに戻 って

来 た。 トレー シーは，戦闘中 に死んだ兵隊

たちの遺体が今着いた ところなので手伝い

に死体安置所へ行 った とい うこ と で あ っ

た。

私た ちは少 しの間そ こに腰 をかけ， トレ

ー シーを連れに行 こうか どうしよ うが迷 っ

ていた。 もし行 けば手伝 うことにな るだろ

うし，彼 がいな くて も構 わない こ と だ っ

た。 しか した とえ休 みに鋤 くことになる と

して も私 たちは彼 を連 れて行 きたいと思 っ

た。 その仕事 に終 日かか り切 らなけれ ばな

らない として も，私 たちはその方 が気が休

まるのをおぼえた。

外 は うだるような暑 さで ，少 し仕事 をす

れば汗 びっ しょりになるほどだ ったが，建

物 の中へ入 ると冷房が きいていて，その暑

さを吹 き消 して くれ る潮風のよ うにさわや

かだ った。私 たちは そこに立 ち止 まって涼

しい風 を受けなが ら， もし冷た くな りす ぎ

た ら汗が氷にな って仕事を しな くて も良 く

な るだろ うな どと冗談ま じりに 話 し て い

た。

後の部屋に続 く ドアを通 って出て来 た陸

軍 曹長が丁寧 に私 たちの要件 を尋 ねた。 ド

ンは トレー シーを探 していると答 えた。曹

長 は肩 越 しに親指 を出 して 「後 です」 と言

った。 そ こで私 たちが ドアを通 って後 の大

きな部屋へ行 くと， トレー シーが そこで働

いていた。消毒液 の強 いにおいが ひんや り

と漂 っていた。

トレー シー は，冷 たい金属製の テー ブル

にのせ られ た全裸 に近 い死体 の向 こう側 に

立 っていた。他 に も８つ のスチール のテー

ブルに死体 がのって いた。まだ泥だ らけで

血が に じん だ軍服 を着て いる死 体 も あ っ

た。他はみ なタオルを巻いてい るだけだ っ

た。部屋の中は明 る く，死体を前に してい

ることを除けば，死体安置所の中にい ると

い う感 じはなか った。

トレー シーが顔 を上げて笑いなが ら言 っ

た。 「君たち， こんな ところで何 してるん

だ」私たち も笑いなが ら上着 を作 る一件 に

ついて彼に話 した。彼 はパ ッと顔 を輝 かせ

て 自分 も欲 しいと言 った。 けれ ど死体 を拭

き終 わるまでは一緒 に行 けないという こと

だ った。

ど うして この仕事 を与 えられ たのか と尋

ね られて，彼 はダク トへ死傷者を探 しに行

く手伝 いを していた時の様子を話 して くれ

た。何人 もの死傷者を見つけて第７１避 難病

院へ連れて行 き，救急部屋に横 たわ る彼 ら

の痛 々しい姿を見ていて， 自分 が死体 を安

置所に運んで行 って，国へ送 る用意 を した

い と申 ．し出た ことな どについて話 した。軍

曹長は， 自分 の隊がその朝早 くプ レイ ク市

に向か って出発 して しま っていたので トレ

２３３



一 シーの助 けに感謝 したのだ った。

私 たちには トレー シーが助 けたいと思 っ

たその気持 がよ くわか った。 そ こで ３人一

緒 にベ トナム軍援助司令部へ行 けるよう，

残 った ４体 の死体 を手伝 うことに した。

ド・タ桝 消翻 と椛 取 り・す ぐそば

にあ った妬体を拭 きなが らそ こに横 たわ っ

ている死体 がどのよ うな殺 され方 を した の

か，また戦争 とい うものについて話 し合 っ

た。

まず軍服を脱 がせ ると薄 い緑色 の消毒液

で体を ごレこしこす り，．次にきれいな水 で

洗 って拭 いた。 ３人 で話 しなが ら仕事 を し

たせいか それ程 時問 もかか らずに死体 を拭

く作業は終わ った。

それか ら トレー シーは長 くて重 い黒色 の

死体袋 を出 して来た。私 たちはその袋 を死

体の横 に置いて行 き，遺 留品 と共 に死体 を

袋 に入れた。軍曹が死 体を調 べ，書類 を作

ってか らそれぞれの袋を しめ るため，長 い

チ ャックは しめないでお くことにな って い

た。

そろそろ終わ る頃にな って，私 と トレー

シーは テーブル と床 を掃 除 し， ドンは最後

の チェックを していた。

帰ろ うとしていた私 たちに ド ン が 尋 ね

た。 「おい ポコ，人 が死 んで も人体組織 の

あ る部 分は生 きている ってい うのは本 当か

い ？」

私は彼 の方を見なが ら答 えた。 「そ うだ

な あ，髪の毛は ２時間 ぐらいの間な ら伸 び

るって聞いた ことはあ るけ ど，それ も目立

つ程ではない らしいよ。脳 は心臓 が止ま っ

てか ら ２，３分 働いてい るそ うだ。 しか し

それ ぐらいの ものだ と思 うよ。で もなぜ だ

い ？」

「じゃ，涙 腺は どうだろ う ？死 んだ後 で

も働いてい るのかな。」

「そん なことは聞いた ことがないけ ど，

まあそういうこともありうるだろ うね。だ

けどなんでそんな ことを聞 くんだい ？」

「ぼ くは この死体の 目にすす ぎ水が残 っ

て いたん だろうと思 って今 ２回 も拭いたん

だけどジまた 目のふ ちに水がたま ってい る

んだ。．泣 いて いるん じゃないだろ うか」

トレ窄 潔７、ζ私は立 ち上がる とその死体

に近寄 つた。１８歳 ぐらいの少年の りゅう散

弾 に傷つ け られ た顔 をのぞ き込む と，涙 が

１滴 目のふ ちににじみ，それか ら流れて耳

黙禽

に入 つた。

「この人は まだ生 きて るぞ。」私 が小 さ

な声で そう言 うと，私た ち ３人はす早 く次

の動作 に移 っていた。ま るで何百回 とな く

こうい う状況 を経験 してい るかのよ うだ っ

た。 ドンが救急車の鍵をつかみ，安置所の

ドアを開けて くれたので， トレー シー と私

で少年 を外 に運んで担架に乗せた。サイ レ

ンの鳴 り響 く救急車を， ドンは第７１避難病

院へ向 けて走 らせた。

救急車 に揺 られなが ら， トレー シーはま

た少年 の目か ら涙 を拭いてや った。私が少

年 を祝福 しようと思 い，名前を知ろ うと し

て認識票 に目をや ったその時，認識票の下

に末 日聖徒 を表わす ＬＤ Ｓとい う小 さな文

字が 目に入 った。私 は彼の頭 に両手を置 き

ほとんど聞 き取れな い ぐらいの 声 で 祈 っ

た 「聖 なるメルケゼ デク神権の権能 とイエ

ス ・キ リス トの権能 により，汝の生命を回

復す る適切 なる処置が とられ るまで，我は

汝が生 きなが らえるよう命ず」

トレー シー は私の方 を見つめなが ら自分

の目か ら流れ る涙 をぬ ぐった。 そ して感謝

の気持 をこめたほほえみ を見せ，頭を下げ

て静か に祈 った。

サイ レンが鳴 りやみ，私 たちは アス フ ァ

ル トの道路 をすべ るように走 りなが ら第７１

避難病院 の開 いて いる ドアに向か って行 っ

た。軍医 は救急車か ら兵士 をおろすのを手

伝 い，それ か ら救急用の病室へ彼 を運んで

行 った。 ２人 の医師 か らいろいろ質問 され

て，私 たち も知 って いる限 りのことを答 え

た。彼 らが何 も言 わず に非常 口を通 って奥

へ姿 を消 した後 ，私 たちは ２時問以上 も外

の木製 の長椅 子に腰 かけていた。

私 たちが上着 を買 いに行 こうか と話 して

いる ところへ 医者 の １人 が姿 を見せ ，私 た

．ちの方へや って来 た。私 たちは皆立 ち上 が

った。

「君たち待 っていて くれたんだね。 ど う

もあ りが とう。奇跡 が起 こった ことを話 し

てあげよ うと思 ってね． あの少年 はあ らゆ

る医学の標準 か ら考 えて死 んでいた と言 え

る。 ９ケ所 もケガを していた し，出血 多量

で もう血 も出ない程 だ ったのだ。心 臓 がひ

どく．弱 うていて鼓 動 も聞．こえなければ，脈

もわか らなか った、 相当衰 弱 していたか ら

呼吸 も気がつかなか った程 だ。法 的に言 っ

た ら彼 は死亡 していたのだ。 しか し，現実

に彼 は生きなが らえているんだか らね。

そ して動 いた り，反応 を示す こともで き

ないままに安置所 の冷 たいテー ブルの上 に

横 たわって泣 いていたのだ。君 たちが涙 に

気がついた とは彼 は本 当に幸運 だった。 さ

もなければ，す ぐに死んで いただ ろうか ら

ね。実 際の ところ，君 たちが彼 を連れて来

た後 でさえ も，死 んだ状態 だった と思 う。

１，４００ｃｃの血液 を輸血 して， さ らにやれ る

だけの傷の手当を して もまだ回復す る力 が

なか った。 で も，彼 は回復 したのだ。」

そ こまで言 うと少 し間を置 き，それか ら

彼 は私 たちの方をまっす ぐに見つ めなが ら

言 った。 「私 は ８年 間医者 をや ってきて ，

このユ５ヵ月 とい うものベ トナムで治療 を続

けて来たが， こんな奇跡 は目に した ことが

ない。 」彼 は地面 を見 つめなが ら言葉 を続

けた。 「ねえ君たち，あの若 い兵 隊が きっ

き少 しの間私 の方 を見上 げてね。 そ して弱

々 しそ うにほほえみを見せ なが らこう言 っ

たんだ。 『神権』 とね。彼 は何 を言 いたか

ったんだろ うかね。」医者 は私 たちか ら返

事を待たずにゆ っくりと背 を向け，それか

ら病 院の ドアを通 り抜 けて戻 って行 った。

今 私は こうして 日を浴 びなが ら，いつ か

あの医者の ところへ行 って説 明をす る時が

あ るだろ うと思 ってい る。 しか し今 はただ

身体を休め，現代 に起 こった奇跡 を目のあ

た りにした喜びを味わ っていたい。

注 ：ロジ ャーは現在 コロラ ド大学医学セン

ターの病院管理を学ぶかたわら，早 朝

のセ ミナ リーを教え， リトル トン第 ２

ワー ド部に所属 している。彼 と後に妻

とな ったバ ーバ ラは１９６１年 故郷のアイ

オ ワ州オタ ッム ワにおいて教会に入 っ

た。

死体安置所で兵隊た ちが仕事に対 して

何事 もないよ うにふるまう様子が気に

なるよ うであれば， ロジ ャーが編集者

に語 った次の ことばを心に留めていた

だ きた い。 「知人が倒れ ，友人がす ぐ

横で殺 されるのを経験 した ら，あなた

も死に対 して感覚が マヒするようにな

るで し ょう。そ うな らざるをえないの

です。 もしそ うでなければ，どう しよ

うもな くな って神経がまい って しまい

ます。
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の 中 で 次 の よ うな 見 解 を 述 受

べ て い る。 「人 は 集 団 の 中 文
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らぬ もので ある。人 は個人 と して生 きよ うと欲 す る一 一個

の人間 と して 自 らの好む よ うに生 きることを 少な くとも

人 はそ う言 う。 しか し人 は必ず しもそ うは しない一 集団に

従わせ ようとす る力が働 くか らで あろう。その証拠 に，流行

を追 うよ うに強制 され ることを考 えてみ なさい。 しか し，集

団に従 うか あるい は一個 の人間 と して独立 して生 きるかにつ

いて，我 々は厳密 に同 じ模範 に従 う必要 はない。良い模範 と

同様 に悪 い模範 もあ り，それ を識別 しな ければな らない。だ

がある恐 ろ しいものがある。 それ は群集心理 と呼ばれ，人は

衝動 にか られて動 き，必ず しも物事を考 え抜 こうと しない こ

とであ る。 そ して我 々が最 も厳 に戒め なければ な らな いこと

は，悪 でも多 くの者 がそれ を行 なえば正 にな るとい うことで

あ る。 つま り，集 団 として行 な うことによって悪 は正 当化 さ

れるのである。 しか し自 らの意志 によ らず とも， その集団の

中のだれひ とりとして共 に悪 を行 な った個人的責任 は回避

し得 ない。 なぜ な ら集団 は個人 によ り構成 され ，集団 の行為

は根本的には個人 の行為 なのであるか ら。少年少女 は （おと

な も同様） ，集 団の中や仲 聞と共 にあって行 な うべ きでない

ことを行なお うとす る時に，取 るべきでないものを取 ろうと

す る時に，用 いるべきでないものを用 いようとす る時 に，．そ

して振舞 うべ きでない振舞 いをす る時 に，次 の ことを 自分 自

身に正直に問 うてみ るべきである。

「もしひ とりでいて人々の強 制を受けずに，自分 自身 の考 え

を働 かせ，起 こる結 果を考慮 に入れる とした ら，私 は これ を

行な うだろ うか」。我 々はひ とりであろ うと集 団の中にいよ

うと，すべて 自分 自身の経歴 ， 自分 自身 の思 い出と してその

行為を身 に受け， 自分 自身で責 任を もつのであ る。 アブ ラハ

ム ・リンカー ンは この ことについて こう言 ってい る。 「正義

に味方す る者 につけ，だが悪に傾 き始めた ら．その 者 と離 れ

よ」 「人 は集団の中で生 きなければな らない。 しか し集団の

ように生 きてはな らない……」

へ

１． １８５４年 １０月 １６日， イ リノ イ 州 ピオ ー リアで の 演説 。
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私 は親 しい友 １が・愛
す る者 を失い悲 しみ

に くれて いる人へ こう言 う

のを聞 いた。「一度 に多 くの

日々を生 きようとす るもの ． ㌍

ではない」．この忠告 はほか

の状況 にも見事 に応用で き ・．鉦

る。 「一度 に多 くの日々を

生 きよ うとす るもので はな

い。」我 々はあま りに多 く

藤．．ｒ．

己

の ことを一度 にやろ うと して，またあま りに多 くのことを一

度に決 定 しよ うとして失敗 する ことがある。 そのよ うな時 ，

前進 はせき止 め られた川 の水 のよ うに止 ま り，それはまるで

多 くの人々が同 じ戸 口へ殺倒 した時のよ うである。悲 しみの

打撃 の覚めや らぬ入 に とって先 を見 通 した決定 を下す ことは

困難である。

ひ どい重 荷を負い苦 しんでい る者 は，あま りに も多 くの こ

とを一度にや りすぎて失敗 する。我 々には，冷静 な判断力 に

欠け．，別の方に 目を向けなければな らない時がある。 また，

我々には人問の力以上のよ りど ころ となるものに頼 らねばな

らぬ時，すなわち熱 心な祈 りの中で 自らの力を超 越 した者 か

らの安 らぎ と見守 りとを求 めて，請 い願 う時がある。急 を要

す る複雑な問題，事故 ，病気，悲 しみ，また愛 する者 の死 に直面

してい る人たち，家庭 と仕事，興味 と義務 を切 り離 して考 える

ことを抑えよ うとす る人生の軋礫 に悩み苦 しんでいる人 たち

よ，ちょっと立ち止ま り，祈 りを通 して主 に頼 りなさい 時

間をか けて事態を考え抜 くが良い。何が最 も大 切かを捜 し求

めよ。そ して一度にすべての重荷 を背負 お うとした り，苦悶

の最中 に， あ らゆ る将来の決定を した りする ものではない。

時 とい うものは我 々に多 くを与える。 時は我 々の心 をいや

し，悲 しみを和 らげて くれ る。た とえ愛する者 が我々をおい

て去 った時で も，人生は続 き， ともか くも耐え得 る役 に立 つ

もめ とな るので ある。

人 々は順応 してい る一 かつて何百万 とい う人 がそ うして

きたようにこれか らもそ うす るだ ろう。最 も良 くない問題 の

解決法は，一度に力 まかせ にや ることであ る。 我 々はそ うし

なけれ ばな らな くなる時 まで，何がで きるのか，何に耐え得

るのか を知 らない。 しか し，我 々が常 に考えてい るよ りもは

るか に多 くの ことがで きるだ ろう一 そ して平和 とやす らぎ

と和解 がおとずれ る。 もう一度私 の賢明な愛す る友か らのふ

さわ しい忠告 を繰 り返 そう。 「一度 に多 くの 日々を生 きよ う

とす る ものではない」

．．藻 ．

１． ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー 副 管 長

２３５
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若 人 を

備 え る

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

第一副管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー

△ 日世界中にあるこの教会のどこを訪れても，一７
末 日聖徒の若人の将来に対 して深い関心が寄

せ られていることに気づくであろう。教会の将来が

我々の若人にかかっていることか ら，この関心 も無

理からぬと言える。やがて家族を，そして定員会，

ステーキ部， ワー ド部，補助組織を管理するのは彼

らなのだか ら。

確かに，彼 ら若人を備えるうえで私たちが現在 し

ていること，あるいはしていないことが，若人の教

会を導 く力，家族や福音，同胞である教会員を愛す

る心に影響を与えるのである。

使徒パウロがテモテにあてた書簡の中に，老いも

若きも心 して聞 くべき時宜を得た勧告がある。 「あ

なたは，年が若いために人に軽んじられてはならな

い。むしろ，言葉にも，行状にも，愛にも，精神に

も，信仰にも，純潔にも，信者の模範に な りな さ

い。」（欽定訳 １テモテ４ ：１２）

私たちは教会の若人を愛 し，そして言う。パウロ

が若 きテモテに言 ったように，信者の模範 となるな

らば最 も幸福な者になるであろうと。教会の将来は

守 られている。そしてさらに，若人が言葉にも行状

にも信ずる者にのみ見 られ るキリス トの純粋な愛と

純潔を示すな らば， さらに栄光に満ちた将来となる

であろう。

教会にとって若人がそんなにも大切なのか と疑問

を抱 く人は，教会歴史事務局で用意 した膨大な統計

による次の資料に注目していただきたい。

教会員の５０パーセン トを下 らない数を２５歳以下の

年令層が占めている。また１２歳か ら２４歳 までの年令

層が３０歳以上に劣 らぬ数を有 している。 もし１６歳か

ら２５歳までの年令を調べるならこの年令層が全教会

員数の２３パーセントは下 らないであろう。そ してこ

の年代は恐 らく最 も刺激が多 く，最 も重大な決定を

する時期であると思われる。

統計を見ただけで，私たちのかかえているチャレ

ンジがいかに大きいかがうかがえるに違いない。そ

れは，この膨大な数に及ぶ若入がやがて困難な時代

に王国のために働 き，王国を導 くからである。私た

ちは若人を備えるために，現在以上により良い働き

を しなければならない。

今や家庭と家族が教会の将来を決める鍵であるこ

とが一層明白になってきている。愛を受けていない

子供，規律や仕事，責任を知 らないで育った子供は

行動あるいは知的な面を問わずに，サタンが幸福と

称 している麻薬や性行為にふけり，暴動を起こすこ

ととなる．また私たちは家庭の夕べに非常に力を入

れているが，私たちがこの機会を利用 しさえすれば

その努力によって大きな祝福が約束 されている。こ

の家庭の夕べについて教会では単にすすめるだけに

留まらず，さらに援助を惜 しまないつもりである。

結婚，愛，そ して性について教え学ぶ最適の場は

家庭をおいて他にはない。これらはみな神聖な神殿

結婚に結びつ くことだか らである。現代の若人たち

の疑問に答えられる場は愛のある所，すなわち家庭

」



以外にはない。愛は若人の心を和 らげ，信頼に足 る

と思われる人の言葉に耳を傾けさせる。教会でのレ

ッスンやクラス，定員会は家庭を補 うものであり，

もし重大な欠陥がある家庭が存在するとすれば，私

たちは全力を尽 くして完全なものとしなければなら

ない。

イエスが第 １と第 ２の偉大な戒めについて 「これ

らの二つのいましめに，律法全体 と予言者 とが，か

かっている」 （マタイ２２：４０） と言われたのは，歴

史の過程における最もすばらしい洞察力を示 したも

のである。なぜならその２つの戒めの上に私たちの

教えを築き，その光によって組織を導き，プログラ

ムの相互関係を育ててい くからである。

愛を知らない子供が隣人を愛するようになるだろ

うか。信頼を受けたことのない若人が信頼を理解で

きるだろうか。仕事や責任について全然知 らない少

年が，社会を動かしていくうえでそれ らの特性がい

かに必要か果たして理解できるだろうか．家庭で福

音の原則について遠慮なく話 し合える場を持たなか

った少女が，自分の宗教について世間から批判を受

けたり，議論をいどまれた場合にそれを切り抜ける

ことができるだろうか。父親がタバコをすうために

（推せん状を持っていて も）自分の神殿結婚には立

ち会わないで くれと言わなければならない場合に，

もし家族のごきげんを取るためにその不祥時に目を

つむる監督がいたとした ら，その息子は監督に全幅

の信頼をおけるだろうか。福音の原則を，実践によ

って経験 しないで信じようとしてもそれは無理であ

る。

若者たちがある場合に大人の偽善をするどく突 く

のは，私 たちのあら探 しをしたいばかりからではな

く，深い失望感によることも忘れてはならない。彼

らは私たちが外見 と内容を一致 させることを心か ら

望んでいる。それは若人にとって私たちが真に信 じ

る者であるという証になるか らである。

また私たちはもっと進んで若人に適切な責任を与

える必要がある。私たちの管理者であるジョセブ ・

フィールディング ・スミス大管長は若 き時より責任

を知っておられた。そ して父君のジ ョ「セブ ・Ｆ ・ス

ミス大管長 もそうであった。

神は幾度とな く御自身が選びたもうた若人たちに

特別な召 しを与えてお られる。若人に見 られる倦怠

感や落着きのない態度は，完全に責任をまか された

り；働 く機会が与えられる前に長い期間勉強 し，親

の保護下にいなければならないことか ら生 じている

例が多い。若人は何かを し，達成 したいと思ってい

る。それには準備が必要なことはもちろんだが， も

し若人の希望を考慮 し，教会のプＰグラムで働 く場

を作ってあげるなら，彼 らが成長 して一人前になっ

た時に多 くのことをなし遂げるに違いない。

ノアの時代 と変わ らないと言われているこの時代

にあって，私たちは若人が正 しい選択の方法を学び

正 しい意味の自尊心を備えた人に成長するよう助け

なければならない。その時にこそ彼 らは家庭の影響

を直接受け，家族の愛によって悔改めを大切なこと

として実践できるのである。家庭および教会外にお

いて若人を取りまいている環境は，価値感から言え

ばむなしいことが多 く，また福音の原則に矛盾する

考え方が多 くある。

私は，現在においてもまた過去においても教会に

は選ぶ権利は与えられていないと思 う。 しかし，家

庭にその神聖な使命を遂行す るよう援助を与え，ま

た末 日聖徒め家庭生活を向上 させ るうえでさらに何

かをなす権利は持っている。それは天の秩序であり

若人のためになる最 も実践的な働きかけだか らであ

る。多 くのプログラムや組織を通 じての働きと同 じ

ようにこれ ら教会か らの働きかけも大切ではあるが

家庭に取って代わるようであってはな らない。家庭

を助けるべきである。

世間で見かけるある人々とは異なり，私たちは若

人の真似を した り，気に入 られたいばかりに自分本

来の姿や個性を譲歩 してまでも彼 らをおだて上げる

ようなことはした くないと思 っている。同様に， １

部の青年男女の行動を理由にすべての若人を見放す

人々のようでもありた くない。すべてにおいて，主

の教えを導 きとしなければならない。私たちは何事

もうのみにするのではなく，賢明でなければな らな

い。私たちを非難 し，虐待する人を も愛する必要が

ある。原則を曲げることなく， しか も愛するにさと

く，許すに．さとくなければな らない。自分が救い主

とその王国に誓った約束を若人を含めた他の人々に

教えるよう，常に備えを していなければな らないの

である。

願わ くば私たちが若人のために働 き，愛 し，導き

今日および将来に向かって彼らを備えることができ

るように。
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天 か らの 贈 り物
ジ ョ ー ジ ・ デ ュ ラ ン ト

／
無

「 、 か ら愛 す るマ ー ジ ョ リー， キ ャ メ ロ ン， ピー心

ザ ー汐 オ レン，ホ ー リー，・冒 デ ，，私 は何 よ

り もまず お ま え た ち と一 緒 に永 遠 の生 命 を得 た い と

思 って い る。 大 学 ， 伝 道 ， 神 殿 結 婚 ， これ らは み な

大 切 な こ とだ 。 計 画 を進 め， 目標 を立 て ， 自分 の記

録 を書 い て年 に ２度 写 真 を取 る よ うに しな さい 。」

これ は本 当 に短 い手 紙 で す が ， 父 親 か ら家 族 へ あ

て た す ば ら しい証 で す。 手 紙 を 受 け取 っ た家 族 は喜

び の あ ま り， そ の簡 潔 な文 に含 まれ て い る大 切 な 内

容 を ほ とん ど心 に とめ られ な い ほ どで した。 そ の １

つ １つ の言 葉 は宝 物 の よ うで した。 彼 らは ２年 半 も

の 問 待 ち望 ん で や っ と手 紙 の主 が ま だ生 き て い る と

い う こ とを 知 った の で す。

合 衆 国 の 空 軍 パ イ ロ ッ トで あ る父ｉ親 は，戦 闘 の際 ，

纏 訟 聯 諜 鰯 蒲意諜

矯 録

磯
・
、㌘

解
醜 ㌦畷 糞・

＼

’

熱

絶えていたのです。その最初の手紙が来てか ら５か

月後に２通目の手紙がきました。その手紙の中で父

親は再び最も心にかけていることを家族に語 りまし

た。 「心か ら愛する家族へ。私の方は元気でやって

いる。家庭の夕べや，食料貯蔵計画，読書計画，そ

して朝食時に歌や聖句を家族で共に読むことをきち

んと続けてやっているだろうね。マージ，大学のク

ラスは楽 しいかね。児童文学，芸術，音楽鑑賞，家

計，個人財政学をよく勉強するように。ジェイ」

父親が家族に連絡する内容は限 られ，必要なことし

か書 くことを許されなかったのです。彼は手紙の中

で家族に続けて家庭の夕べを行なうように言いまし

た。彼は明 らかに成長期にある子供たちを助ける何

かがそこにあるのを知っていました。大人になった

ばかりのあなたの息子のことを心に描いてみて下さ

い。責任感が強 く隣人に奉仕 したいと望む人，徳を

愛 し回復 された福音の神聖 さに対 して確固たる証を

持った愛 し愛 される人，あなたはそのような息子，

娘を育てたいとは思いませんか。あなたはそのため

に喜んで耐え，最大の努力をはらおうとするで しよ

うか。 もしあなたがそういう子供を望んでいるなら

時間はそう多 くはありません。赤ちゃんか ら大人に

なるまでの時期，それは束の間です。子供のそばに

いて教えるという機会を無視すれば，やがて取 り返

しのつかない損失を招 くことになるのです。

子供たちの将来に夢を抱 く両親にとって，主の家

庭の夕べのプログラムは天からの贈 り物のように思

えることでしょう。それは我々が しなければならな

いという義務かちではなく，やらずにはいられない

ものなのです。たいていどの親 も，自分の子供に対 し

ては同じような望みを抱いているものです。ではな

ぜ家庭の夕べを実行する親 とそうしない親がいるの

でしょうか。家庭の夕べはただでさえ苦労の多い生

活にさらに重荷を負わせることになると考えている

〔著者説 明〕 デ ュラン ト兄 弟は現在神権 ホーム ・テ ィー

チングと家庭 の夕べ委 員会 の幹部書記であ り，以前 に南

北アメ リカおよびポ リネシア島の レーマン人のための教

科課程 の指導者で あ った。 ソル トレーク市 のウイル フ ォ

ー ドステーキ部 ，インペ リアル第ニ ワー ド部で エクスプ

ローラー指導者 として働 いて いる。
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人がいるのでしょうか。あるいは父親が子供を教え

るのに知的にあるいは霊的に備えができていないと

感 じているからでしょうか。すでに試みた両親が，

子供たちのやかましいほどの反抗にがっか りしたの

でしょうか。そのような親たちに，私たちははっき

りと，家庭の夕べは負担になるものではないという

ことを，また父親だけが教師になる必要 もな く，子供

たちも反抗する理由がないと言えます。あなたにと

って家庭の夕べは他の数 ある負担の中の １つになっ

ていますか。もしそうなら，あなたの人生の真の目

標を もう一度考えてごらんなさい。あまり重要でな

いと思われるものはあとまわしにすることができる

はずです。父であり母であるということは，最 も完

全な意味で 「教会の仕事」であるということを心に

とめて下 さい。また重荷というものは分かちあうこ

とによって軽 くなるのです。父親の指示と家族全員

の助けがあって，家庭の夕べの負担は少な くなり祝

福が増 し加えられます。

ある父親はこう話 しました。 「私はちゅうちょせ

ずに家族みんなに助けを求めることにしています。

ある晩，私たちが家庭の夕べのために何 も用意をし

ていなかった時，私は私 と２人の上の子供たちが家

庭の夕べのテキス トを読んでいる間に，お母 さんと

別の ２人の子供にホットケーキをつ くるように提案

しました。準備をすることは，そのまま家庭の夕べ

を実践することにつながります。 もしそこで使う図

を書いたり，絵に色を塗ったり，演劇を したりする

必要があれば，私たちは家族みんなで準備をするよ

うにしています。

お母 さんと子供たちはホットケーキを作 りなが ら

歌の練習をしていました。私たち３人はその晩の話

題を選びました。 また私たちは ３人でテキス トを数

分間読みました。 リッチは物語を話すと言い，ジュ

リーは聖句を読んで説明すると言いました。私は，

そこで話 し合われる原則に従うことによって得 られ

る幸福について証を述べることにしました。

家族の一致が見 られたことは何とすば らしいこと

だったでしょう。私たちは楽 しい霊的な家庭の夕べ

を持 ちました。たとえそれが，負担であったとして

も，その日の夕べは私にはそうは思えませ ん で し

た。」

子供たちのふるまいは，時々両親を不機嫌にし，

家庭の夕べを不愉快なものにします。ある父親はこ

う言 っています。 「家庭の夕べを １度開いた後で，

私は自分自身のことを反省 してみました。問題は家

族ではな く自分であることに気づきました。私は家

庭 の 夕 べ で ２度 と怒 るま い と決 心 しま した。 も し何

か私 を怒 らせ るよ うな こ とが起 これ ば， 私 は 「ち ょ

っ と タイ ム』 と言 って水 を飲 み に行 きま す。 た しか

に水 はた くさん飲 み ま した が， 約 束 は変 え ませ ん で

した 。」

気 楽 な気 持 で 開 くこ とを 忘 れ な い で下 さい。 家 庭

の夕 べ は形 式 的 な ク ラ スで は あ り ませ ん。 家 族 が共

に夕 べ を過 ごす 時 な ので す 。子 供 た ちは順 番 に す わ

る必 要 は な い ので す 。 彼 らが床 に寝 そべ った り他 に

居 心 地 の よ い と ころ にす わ った と して ， 何 か 問 題 が

あ るで し ょ うか。 彼 らは そ の よ うに して 耳 を傾 け る

こ とが で き るの で す。 お父 さん が や さ し くお 母 さん

に 腕 を ま わ す の は よ い こ とです 。 それ はお 父 さん が

お母 さん を愛 して い る とい う こ とを 教 え る こ と に な

りま す。 も し子 供 た ち が そ の こ とを 知 れ ば彼 らは永

遠 に 大切 に す る もの を そ こか ら学 ぶ で し ょ う。 砂 糖

菓 子 が あ れ ば ， 家族 が話 して い る間， よ く耳 を傾 け

て静 か な 雰 囲 気 が か も しだ され るで し ょ う。 子 供 が

面 白 くな さそ うに して い た ら歌 を歌 わせ た り， ダ ン

スを させ た り， 家 族 み ん な で ゲ ー ムを や るの もい い

で し ょ う。 あ なた が １０代 の 息子 や娘 に話 し て い る

間， 小 さ い子 供 が お もち ゃの車 で遊 び た が った ら，

そ の ま ま遊 ばせ て お き な さ い。

幅 広 い年 令 層 に わ た って い る家族 に， み ん な が 同

じ年 令 の学 校 の ク ラス の よ う な行 動 を 期 待 す る こ と

は で き ま せ ん。 「み ん な， 楽 しか っ たか い ？」 と尋

ね る こ とは家 庭 の夕 べ の価 値 を決 め る一 つ の 鍵 と な

り ます。 くつ ろ い だ雰 囲気 の家 庭 の夕 べ を 進 めて い

る両 親 は，子 供 た ち が そ れ を心 か ら楽 しんで い る こ

とを 知 って い ま す 。彼 らは ま た， くつ ろ いだ 雰 囲 気

の 中 に福 音 を 心 か ら心 へ伝 え る こ との で き る最 上 の

ものが あ る ことを 見 出 し ます。 そ の よ う な 家 庭 の

父 親 に は教 え る こと につ いて の 不 安 が な くな り， レ

ッス ンは講 義 形 式 か ら話 し合 いへ と変 わ っ て き ま

す 。

あ る父 親 は， １１歳 の娘 に 目を や って ， 予 定 の レ ッ

ス ン とは違 った レ ッス ンを した経 験 を語 っ て い ま

す。

そ の 父親 は， 心 か ら娘 に こ う言 い ま した 。 「キ ャ

サ リン， お 前 は本 当 に き れ い だ よ。 い つか 成 長 して

大 人 に な った 時 ， お前 は １人 の若 者 に 出会 い彼 は お

前 を好 きに な り， お前 も彼 を好 き に な るだ ろ う。 お ー

前 は彼 を 好 きだ とい う こ とを私 に告 げ るだ ろ うが，

そ の時 私 は彼 と戦 って で もお前 を手 離 した くは な い

と言 うだ ろ う。 しか し， 彼 と会 って み て か らは， 私

もだ ん だ ん彼 が 好 き にな り， しば ら くして彼 が お前



を愛 してお前 も彼を愛しているのを知るようになる

だろう。それか らある日，私たちはみな朝早 く起 き

て神殿に行 く。お前たちはそこで永遠の結婚をする

のだ。キャサリン，お父さんとお母さんが したとま

った く同じように，お前たちも結婚できるなんて何

とすば らしいことだろう。神殿は結婚するための場

所なのだ。」

愛と尊敬の気持の中でなされたそのような話は講

義ではなく，父親が尊重しているものを子供たちの

心に植えつける最 も良い例です。そこには少しの強

制 もないのです。神聖な霊感された信仰として私た

ちが心に抱いているものは，強制によっては決して

子供たちの心に伝わらないのです。その思いは最も

ふさわしい時に，心から心へ と伝えられるのです。

全員が自由に話せてすべての意見が尊重される家庭

の夕べでは，子供たちは一人前に取扱われていると

感 じ，彼 らの答 えは彼 らの思いを表わし，奮い立た

せるものとなるのです。日常の問題点を突 く話 し合

いになると，十代の子供たちは大きな興味を示 しま

す。

両親はよりよい聞き手 となる秘訣を学ぶことによ

って，よりよく教えるこつがわかるものです。 １人

の十代の若者が家庭の夕べで心の中に思っている∩

とを話すようにと言われた時， こう言いました。

「ぼ くの大きな悩みは，食事の時，にんじんが多い

ことです。」

母親がす ぐに答えました。 「にんじんはからだに

いいのよ。もう食事についての不満は聞きたくない

わ。」 その少年はその時からにんじんや他のことに

ついて も一切話をしな くなりました。彼にとって，

その日の家庭の夕べは楽 しいというよりむしろ苦痛

で した。 もしも母親が ．「あなたっていう子は本当に

にんじんがきらいなのね」と答えてさえ い た な ら

（そうするには忍耐を要しますが）少年はもっとた

くさんのことを言ったか もしれませんし，その全部

が全部批判的なことばか りではなかったかもしれま

せん。私たちはお互いがどのように感 じているかを

話 し，気持をわかってもらおうとする時に心を変え

るようになるのです。 ここで もまた私たちは強制で

はな く，愛 と尊敬をもって教える必要がでてくるの

です。

それは単に子供たちが強制的にではなく自ら進ん

で しようとするために，両親 と対等の立場で問題を

話 し合い解決できるということを意味 しているにす

ぎません。 、

ある父親は，子供たちをよく観察 した結果，彼ら

のなすことがみな悪いことばかりで，良い行ないは

せいぜい１９位だったと言い， こう語っています。

「だか ら，私は彼 らの誤 ちについてはあまり話 し

ません。私は家庭の夕べの時間を彼 らを責めるより

はむ しろほめるために使います。、私は彼 らの悪い行

ないよりも良い行ないについて話 したいと思 ってい

ます。」

家庭の夕べは愛を述べる時間です。 １人の少年が

言っています。 「お母さんについて知っている限 り

の良いことを言 うとすれば，一晩中かか るで し ょ

う。」 父親 も感激 し，つけ加えて言いました。 「お

父さんも同感だよ。私はお母 さんを心から愛 してい

る。」その子供の母親は喜びで胸が一杯になりまし

た。

その父親はさらにつけ加えてこう言 っています。

「その次の週，私たちは最高の夕食をいただきまし

た。」

家庭の夕べは子供たちに学校のことを話させる良

い時間です。小さな子供にとって，家族に 「国語の

教科書」の第一課を読むのを聞いてもらえることは

どんなにうれ しいことでしょうか。その子供は学校

で得たばかりの知識を示すことができ，同時に学校

の勉強の大切さを考えることで しょう。そのような

経験を もつ子供たちは学校でベス トを尽 くすように

なるのです。あなたは家庭の夕べを「開かなければな

らない」と思 う必要はありません。自ら開きたいと思

うようになるのです。言い方こそ違いますが数年に

わたって，あなたは子供たちに次のように言 ってき

たはずです。「この教会は真実だ。父親，母親として

私たちはお前たち １人 １人を愛 しており，またお前

たちの両親であることを誇 りに思っている。我が家

は世界中で一番すばらしい家族だ。私たちは永遠に

一緒にいることができる。ジョセブ ・スミスが聖な

る森で天父 と御子に会 ったことを忘れないようにし

て欲 しい。イエス ・キリス トは生きておられ，私た

ちの救い主である。また， この教会は主の教会であ

る。主の選ばれた指導者に従って行きなさい。そう

すればお前たちは決 して迷 うことはないだろう。」

予言者たちは 「そのような家庭に育つ子供たちは決

して堕落ザることはない」 と言っています。 あなた

がたが家庭の夕べを持ち，家庭の中で続けてその精

神を分かち合うならば，責任感が強 く奉仕すること

の好きな，また徳を愛 し，強い証を持つ愛 し愛され

る息子，娘たちを持つことができるのです。

２４１



日 本 西 部 伝 道 部

那覇 支部 ボーイス カウ ト活動

那覇支部の青少年 アロン神権者活動は実質的にはボ

ーイスカウトを中心に行なっています。それ程若い兄

弟達の興味 と関心を集めているのがボーイスカウ トで

す。

ボーイスカウト精神の中心になっているおきて，ち

かい，モットー，スローガンは全て教会で教えられてい

る福音の根本原則で しか も楽 しい屋外活動を通 して自

然に学ぶ ことができるので，若い兄弟達の進歩にとっ

て これほど理想的なプログラムは他にないでしょう。

私たちの教会が以前 よりこのプログラムを教会でとり

入れ， しか も活発に行なっている理由が次第にわかっ

てまいりました。ボーイスカウトを結成 してまだ２年

になりませんが，最近では会員以外の少年達 も加わり，ただ単

に隊活動ばかりでな く，一緒に他の礼拝行事にも参加するよ

うになりました。支部にスカウト経験者がおらず結成当時は

ほとんど手 さぐりの状態で活動を行なっておりましたがこの

度，隊員の中か ら６名が二級 スカウトに昇進できました。 こ

れからまだまだですが一日も早 くイーグル賞の名誉に輝 く隊

員を出すよう頑張りたいと思います。

隊 長 宮 良 毅

副隊長 武 富 良 行

私達はキャンプをすることにこまか く計画を立てて，準備

をして出かけるのですが，いざとなるとかな らず必要で大切

な道具や品物を忘れていた り，計画を充分消化できなかった

りで，同じ様な問題に悩まされます。私はボーイスカウトの

キャンピングを通 して，教会のプログラムにおいて，また，

自分の人生において綿密で関心深い計画を立てることがいか

に大切であるかを学ぶ ことができました

上級班長 相 羽 政 三 （教師）



日 本 中 央 伝 道 部

伝道部長の交代

１９７１年 ６月 ３０日， 日本 中央 伝 道 部 に新 しい歴 史 の

１ペ ー ジが 加 え られ ま した 。

３年 間 ， 一 生 懸 命働 か れ た 岡 崎 部 長 に 代 わ っ て，

清 水 勝 伝 道 部 長 夫 妻 が ３人 の お子 様 を つ れ て ， この

日に 大 阪 空 港 に 元 気 に お つ きに な り ま した。

１９５９年 １２月 よ り， １９６３年 １月 迄 ３年 間 ， 日本 各地

で 宣 教 師 と して働 か れ た経 験 が あ り，姉 妹 も同様 宣

教 師 の 経 験 が あ り ます の で ， この 大 任 を 立派 に果 た

され る もの と確 信 して お りま す。

岡 崎 伝 道 部 長 ご夫 妻 は， ６月 に は， 念 願 と して い

た ℃ ｎｅ ｆｏｒＯｎｅ”， つ ま り １か 月 に １人 の宣 教 師

が １人 を改 宗 す る立 派 な成 績 を残 して ７月 ２日午後

９時 ３０分 の 日航 機 で ，帰 国 の 途 に つ か れ ま した 。

お よ そ １５０人 の 会 員達 が，清 水 部 長 ご夫 妻 と共 に，

盛 大 な 見 送 りを しま した 。 ち なみ に，６月 中 に １４１名

の 宣 教 師 で １４７名 の 改宗 者 を得 ま した 。 会 員達 の 尚

一 層 の フ ェ ロ ー シ ップ を お願 い い た します
。



東 京 ス テ ー キ 部

夏 の 終 わ り に

、

夏 休 み も終 わ りに近 い ８月 の下 旬 ， 東 京 ス テ ー キ部 の 青 少

年 た ち によ って東 京 ス テ ーキ 部 の 歴 史 に新 たな 一 頁 が 加 え ら

れ るで あ ろ う一 つ の 行 事 が 行 なわ れ る。

＊ ＊ ＊

横 浜 の三 ツ沢 に あ る青 少 年 の 家 ， そ こに集 ま る の は １４才 か

ら２０才 まで の将 来教 会 の指 導 者 と して 活 躍 す る で あ ろ う若 い

男 性 と若 い ：女性 た ち で あ る。

＊ ＊ ＊

８月 ２６日， 木 曜 日。 東 京 ス テ ー キ部 内 の 各 地 か ら若 い兄 弟

姉 妹 が 横 浜 ワ ー ド部 に ぞ くぞ く とつ め か け て くる。 朝 の ８時

３０分 で あ る。 歓 迎 を 担 当 す る ワー ド部 の兄 弟姉 妹 は一 人 一 人

名 簿 と照 し合 わ せ受 付 け る。 ９時３０分 ， 礼 拝 堂 で開 会 式 が行

な われ る。 ス テ ー キ部 役 員 の管 理 の も とに この大 会 の オ リエ

ンテ ー シ ョンが３０分 行 な わ れ る。 それ に 聞 き入 る参 加 者 は約

１００名 。

それ が終 わ る と第 １日 目 の プ ログ ラム が 開始 され る。 セ ミ

ナ ー で あ る。 セ ミナ ー の担 当 フ ー ド部 の青 少年 た ち は， 各 ワ

ー ド部 の や は り参 加 者 の青 少 年 た ち か ら希 望 を と った セ ミナ

ー を ア レ ンジ した の で あ る
。

教 会 の歴 史 ， 英 会 話 ， 食 事 マ ナ ー を含 む エ チ ケ ッ ト， デ ー

トの仕 方 ， ダ ンス な ど， 教 育 的 で楽 しい 内 容 が ，午 前 午 後 の

２部 に 分 か れ て 開 か れ る。

そ して夜 は三 ツ沢 の青 少年 の家 に移 り， フ ォー ク ・フ ェス

テ ィバ ル が く り広 げ られ る。 フ ォー クグ ル ー プ の歌 ， 演 奏 ，

ダ ン ス， そ して キ ャン プ フ ァイ ア と， 自分 た ち で計 画 し， 自

分 た ちで 参 加 す る。

翌 日 は １日 ス ポ ー ツが 行 な われ る。 そ して夜 は デ ィナ ーパ
ー テ ィ

， ど ん な珍 味 が飛 び 出す だ ろ うか 。

８月 ２８日土 曜 日， ９時 か ら神 権 会 と若 い女 性 の 会 を １時 間

開 い た後 ， 証 会 を して， ３’日間 の コ ー ス が 閉幕 す る の で あ

る。

＊ ＊ ＊

こ れ が ユ ー ス ・コ ン フ ァ レン スで あ る。

＊ ’ ＊ ＊

東 京 ス テ ー キ部 青 少 年 ア ロ ン神 権 委 員 会 で は， 完 全 に ユ ー

ス を対 象 と し， ま た ユ ー ス が計 画 した， 「ユ ー ス ・コ ンフ ァ

レ ンス」 を咋 年 か ら調 査 研 究 して き ま した；『

そ して ユ ー ス ・コ ンフ ァ レ ンス とは 「通 常 年 １回， 青 少 年

が共 に集 ま り， フ ェ ロー シ ップ を な し， 信 仰 を強 め， 証 を う

ち た て， 才 能 を伸 ば し， 指 導 性 を養 い新 しい友 だ ちを つ くる

こ と等 の 目的 で行 な わ れ， 素 晴 ら しい社 会 的 経 験 を もた ら し

ま す。 計 画 ， 準 備 ， 参 加 は， 神 権 者 の指 導 と補 助 組 織 指 導 者

の援 助 を得 て， 青 少 年 が 行 な い ます 。」 （１９７０年 「ユ ー ス ・コ

ン フ ァ レ ンス 」） この理 念 を も とに手 引 に準 じた組 織 を編 成

しま した 。 す な わ ち以 下 の よ うな組 織 で す 。

青 少 年 の 各委 員 会 は 本 年 ２月 よ り毎 月 １回 ， 第 １金 曜 日午

後 ６時 ３０分 か ら ７時 ３０分 の １時 間集 会 を 開 き準 備 を進 め て き

ま した。 ユ ー ス ・コ ンフ ァ レン スの よ う な大 きな 行 事 に 毎 月

１回 １時 間 だ けの 集 会 で は少 なす ぎ る感 じ もす る と思 い ます

が， 彼 らの仕 事 は集 会 の １時 間 で は な く， 集 会 か ら次 の 集 会

まで の １ケ月 間が 責 任 を行 な う場 で す 。 毎 月 の １時 間 と は進

行 度 合 の チ ェ ッ ク と次 第 に 明確 化 され て い くプ ログ ラ ムの 確

認 だ け で す。 あ とは各 ワー ド部 内 の青 少 年 た ち全 部 が 準 備 に

ユース ・コンファレンス運営委員 会

委員長一 ステーキ部青少年 アロン神権委員 会

委員長 （第 二副ステーキ部長）

委 員一 青少年 アロン神権 委員会の委員

（高等評議員）

ステー キ部 ＹＭＭ ＩＡ会長

ＹＷＭ ＩＡ会長

各 ワー ド部か ら二人ずつの青少年委員

（監督 の青少年委員会か らの代表者）

ｔ

青 少年委員長

（今回は東京 ワー ド部の青少年

委員が選ばれ ました）

青少年副委員長

（東京 ワー ド部姉妹）

実行委員 会

受付 ：第 ４ワー ド部

ＰＲ ：第 ５ワー ド部

プ ロ グ ラ ム委 員 会

セ ミ ナ ー ：横 浜 ワー ド部

フ ォ ー ク ：東 京 ワー ド部

フ ェ ス テ ィバ ル ：

デ ィ ナ ー ：

パ ー テ ィ ー ：第 ２ワー ド部

ス ポ ー ツ ：第 ３ ワー ド部

参 加 す るの で す。 この よ うに して ， 自 らの手 で計 画 し， 自 ら

参 加 を す る東 京 ス テ ーキ部 で は じめ て の （もち ろ ん 日本 で は

じめて ） ゴ ース ・コ ン フ ァ レ ンス が 始 ま るの で す。 も しあ な

た が １４才 か ら２０才 の い ず れ か で あ るな ら，今 す ぐに準 備 の手

伝 い を して 下 さい 。

＊ ＊ ＊

ユ ー ス ・コン フ ァ レ ンス運 営 委 員 会 名簿

委 員 長

委 員
〃

〃

〃

〃

〃

青少年委員長
副 委員 長

委
〃

〃

〃

〃

ク

ク

ク

〃

〃

員

相 良 健
高 橋

児 玉
小 室

水 野
佐倉井

重 松 ．

安 藤

山 口

仙 波
田 島
小 沼

戸 田
阪 本

平 出
蛭 川

鈴 木
長 崎
渡 部

一 （副ステーキ部長）

実 （高 等 評 議 員）

栄 治 （

敬 （

圭 （

正 彦 （Ｍ

紀世子 （

彰

裕 子 （

健

菊 江 （

〃

〃

〃

）

）

）

Ｉ Ａ 会 長）

〃 ）

彦 （東 京 ワ ー ド部）

〃 ）

次 （第 ニ ワ ー ド部）

〃 ）

貞 次郎 （第 三 ワ ー ド部）

美恵子 （ 〃 ）

真 一 （第 四 ワ ー ド部）

恵 子 （ 〃 ）

幸 一 （第 五 ワ ー ド部）

八重子 （ 〃 ）

規 行 （横 浜 ワ ー ド部）

安 子 （ 〃 ）．



日 本 伝 道 部

ア ポ 伝 道 部 長 を 迎 え て

親愛なる兄弟姉妹の皆様
２０年を経た今，再び伝道者 として 日本に召 された ことは私 に とりま し

て喜ば しいか ぎりです。 もう一度 日本の方々 と共に働 くために帰 って来

ることは私 の長い間 の夢で した。主はいつ も私を祝福 して下 さいます。

そ して今，私達家族は皆様 と共に ここで働けます ことを誇 りに思 ってい

ます。

日本 における教会 の非常 に大 きな成長ぶ りを 目のあた りに し， とて も

感銘 を受 けま した。又，賢明な指導者達や組織 された ワー ドを見 ること

は私 にとって大 きな喜びです。私 はこれ らは 日本にお ける目ざま しい成

長 のち ょうどは じまった ばか りのしる しで あると信 じています。

日曜 日に私 は，非常 に沢 山のハ ワイ神殿訪問 に参加 しよ うとしてい る

会員達 の面接 をいた しま した。 そして，彼 ら聖徒達のすば らしい信仰に

非常 に感銘 を受 けま した。

私共 は来 日前 にハワイ とソル ト・レー クで多 くの方，特 に日本の聖徒

達 の活 発な活動 に関心 を もって お られ る方 々と話 しました。 そ して，皆様 に彼 らか らの アローハの ごあい さつを携 えて参 りま した。

皆様 方が信 仰を増 し加 え られ ，天父 なる神様 に仕 えたい とい う望みを続 けられ ます ように願 ってやみません。 そ うな さることによ って，多

くの喜び と幸福が皆様 の上 にあ ります ことを，私 の経験 を通 して証 いた します。

日本 伝 道 部 ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ン ス
、開 拓 者 に つ づ こ う ！、

一 テ ー マ 聖 句 一

神 は曲れる道を歩 まず， また右手 にも左手にも曲らず，また宣べし事と違 うところな し。故 に，神 の道

は直 くしてそ のふむ道 は永遠 にかわ らぬ一す じな り。 教 義 と聖約 第 ３章 ２節

０ ９

訟 鵜

．籍 毫．

馨 ・

、７‘．扁１

ｇ ｏ

ｏ ＿ こ

Ｏ ｏ ｏ ｏ ｏ
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夏 が来 ると私達 は再び ユー ス ・コンファ レンス

の声 を聞きます。

今年 も若人 の祭典で ある この大会の時期が来ま し

た。

若 さと才能 と証 を集 めて さ らに私達 の成長 と前進

の基 としよ う。

そ して開拓者 につづ こう．／

日時 ８月２６日（木）一 ８月２９日（日）

場 所 東 京地区

資格 ・費用 １４歳 以上 ，参加費 ￥１，５００

宿泊 ステーキ部 会員宅 （１泊）

東京青年 文化 会館 （２泊）

２６
　

木）

２７
　

金）

２８

（土 ）

プ ロ グ ラ ム

チ ェ ッ ク イ ン

歓 迎 会
開 会 式
家 庭 の タ ベ

指 導 者 会
セ ミ ナ ー

昼 食
ス ピー チ コ ンテ ス ト

コー ラス コ ンテ ス ト

ド ラ マ

ス ポー ツ プ ログ ラム

ダ ン ス パ ー テ ィ

（２９日）１証
会

時 間

１

３

６

８

００－ ２：３０

３０－ ５：００

００－ ７：００

３０一

８＝００－ ９：００

９：００－ １１：００

１＝００－ ２＝３０

３：００－ ４：３０

７：００－ ８：３０

８：００－ ３：００

６＝００－ ９：００

８：００－ ３：００

場 所

駒 沢 体 育 館
〃

〃

日本 青 年 館
〃

日本 青 年 館
ク

〃

新 宿 体 育 館

東京第 ３ワー ド部

内 容

参 加 者 チ ェ ッ ク
歓 迎 パ ー テ ィ
全 員 参 加

ステーキ部の兄弟 ，姉妹宅で

模 疑 Ｍ Ｉ Ａ

ブ ロ ッ ク 別 コ ンテ ス ト
ク

「婚 期 」 前 橋 支 部

バ レー ボ ー ル トー ナ メ ン ト

ボー ル ル ー ム ダ ンスパ ー テ ィ

断 食 証 会
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